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2-　歴　代　市　長

代 氏 名 就任年 月 日 退任年月 日 代 氏 名 就任年月 日 退任年月 日

1 杉村 大 入 明 2 2.. 5. 6 明 2 6. 7. 9 l l 平 野 龍起 昭 1 7. 6.2 5 昭 2 0. 8 .1 0

o 松 崎 為 己 〝 2 6. 9.1 5 〝 3 0. 8 . 2 1 2 石坂 繁 〝 2 0.1 0. 4 〝 2 1. 3 J l

3 草島 格 〝3 0. 9.1 3 大 2. 1.2 0 13 -1 福 田 虎 亀 〝 2 1. 6 .1 4 〝 2 3. 2 . a

4 LU ffl ft - 大 2. 4 . 2 〝 3.1 0 .1 0 1 5 佐藤真 佐 男 〝 2 3. 4. 7 〝 2 7. 3. 7

5 依 田 昌今 〝 4ー 1.1 4 〝 6. 9. 3 1 6 ** EB E fB 〝 2 7. 3 .2 1 〝 3 1. 2.2 3

6 佐 柳 藤 太 〝 6 .l l.2 0 〝 1 0.l l.1 9 17 * 1 坂 口 主税 〝 3 1. 3▼1 5 〝 3 8. 1. 4

7 高 橋 守 雄 〝1 1. 1.1 9 〝 1 4. 7.1 3 19 '2 0 石坂 繁 〝3 8. 2 .1 5 〝 4 5 ユ1.2 6

8 辛島 知 己 〝1 4. 9.1 4 昭 4. 7. 4 2 1 星子 敏 雄 . 〝 4 5 .1 2.2 1 〝 4 9.1 2.2 0

9

1 0

山田 謙 一

山隈 康

昭 5 . 2. 5

〝 9. 5.1 4

ヤ 9. 4 .1 6

1 7. 5 .1 3

2 2 星子 敏雄 〝 4 9 .1 2.2 1 在 任 中

3　職　　員　　数

(昭53. 4. 1現在)

区 分 定 数
現 員 数

吏 員 そ の 他 計

市 長 事 務 部 局 3.10 1 2,8 4 7 2 7 9 3,12 6

議 会 事 務 局 2 6 2 5 2 6

選 挙 .管 理 委 員 会 事 務 局 2 2 2 1 1 こ2 2

監 査 事 務 局 1 4 1 4 0 14

教群臣員会葬務局及び学校その他の教育機関 8 0 8 7 11 6 6 77 7

公 平 委 員 会 事 務 局 5 市長事務部局兼務

消 防 局 4 7 0 4 6 7 4 68

農 業 委 員 会 事 務 局 2 7 2 1 ′2 1

交 通 局 7 3 8 6 24 3 9 66 3

水 道 局 3 6 8 33 6 6 3 4 2

計 5.5 7 9 5.0 6 6 39 3 5,4 5 9

4　給　　与

(1)局別職員給料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭53. 4. 1現在)

E Vt

局 別

給 料 月 額
平 均 年 齢

平 均

勤 続 年 数
最 高 最 .低 平 均

市 長 事 務 部 局 3 8 3,8 0 0 円 8 5,6 0 0 円 1 8 5,4 6 5 円 3 8 才 9 月 . 1 3 年 1 1 月

議 会 事 務 局 3 3 4,3 0 0 1 2 1,8 0 0 1 9 9,6 6 9 3 8 1 5

選挙管理委員会事務 局 2 7 7,9 0 0 9 7,4 0 0 1 8 1,0 5 0 3 6 1 4

監 査 事 務 局 3 0 1,6 0 0 1 2 6,3 0 0 2 0 6,7 0 0 3 9 - 1 0 1 8

教 育 委 員 会 事 務 局 3 4 1,3 0 0 8 5,6 0 0 1 9 8.3 8 0 4 1 1 3 - l l

消 防 局 3 3 4,3 0 0 9 1,4 0 0 1 8 0,7 5 9 3 6 1 3 ・ 1 1

農 業 委 員 会 事 務 局 2 7 7,9 0 0 1 1 3.2 0 0 2 0 6,0 6 1 4 1 1 8

交 通 局 3 0 7,6 0 0 1 0 0 ,4 0 0 1 9 4 ,2 4 2 4 4 - 1 0 1 8

水 道 局 3 0 7,6 0 0 9 1,4 0 0 2 1 0,9 7 7 4 2 - l l 1 8 ・ 6

坐 .体 3 8 3,8 0 0 8 5,6 0 0 1 8 9.6 9 3 3 9 1 4
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(2)初任給基準

(昭53. 4. 1現在)

職 種 等級～号俸 初 任 給 備 考

般

.戟

一 般 事 務

上 級 職 6 ′) 3 1 0 3,4 0 0 円

一 般 職 給 料 表 適 用

中 〝 7 ′〉 7 9 4,4 0 0

初 〝 7 ′} 4 8 5,6 0 0

保 母 中 〝 7 ′～ 7 9 4,4 0 0

一 般 技 術

上 . 〟 6 ～ 3 1 0 3,4 0 0

中 〝 7 ′} 7 9 4 ,4 0 0

初 〝 7 ′) 4 8 5,6 0 0

薬 剤 師 上 〝 b - 3 1 0 3.4 0 0

獣 医 .節 上 〝 6 ~ 3 1 0 3,4 0 0

栄 養 士 上 〝 6 - 3 1 0 3,4 0 0

Ⅹ 線 技 師 中 〝 7 ′) 7 9 4 ,4 0 0

衛生検査技師 中 〝 7 ~ 7 、9 4,4 0 0

保 健 婦 上 〝 6 ノー 3 1 0 3,4 0 0

助 産 婦 上 〝 6 ′～ 3 1 0 3,4 0 0

看 護 婦 高等 看護 学院卒 7 - 9 1 0 0,4 0 0

准 看 護 婦 准 看 養 成 所卒 7 ～ 3 8 3,2 0 0

消 防 聴 高 校 卒 7 - 1 9 1,4 0 0 消 防 .職 給 料 表 適 用

医 療 職
大 学 院 卒 4 ′〉 9 1 7 7,4 0 0

医 療 職 給 料 表 適 用

大 学 卒 4 ~ 2 1 2 3.3 0 0

敬
高 校 教 諭

大 学 卒 2 ～ 3 9 7,8 0 0 教 育 職 給 料 表 (1) 通一用

育

職

短 大 卒 3 ～ 5 8 4.9 0 0 各々採用時 1 2 月短縮を含 む

幼 稚 園 教 簡
大 学 卒 2 - 5 9 7,0 0 0 教 育 職 給 料 表 (2) 適 用

短 大 卒 2 ′} 2 8 4,2 0 0 各 々採用時 1 2 月短縮を含 む

(3)特別職の給料及び報酬

E a - 現行 給 料 月数 施 行 年 月 日 改 正前 給料 月額 施行 年 月 日

市 長 6 7 2 ,0 0 0 円 昭 5 2. 4 . 1

〟

〟

〟

〟

6 3 0 ,0 0 0 円 昭 5 1. 4ー1

〟

〟

'/

〟

暗 5 1. 7 . 1

助 役 5 3 3 ,0 0 0 5 0 0 ,0 0 0

収 入 役 4 8 0 ,0 0 0 4 5 0 ,0 0 0

鷲 .動 監 査 委 員 3 7 0 ,0 0 0 3 4 0 ,0 0 0

企 業 管 理 者 4 0 0 ,0 0 0 3 6 0 ,0 0 0

教 育 長 3 1 9 .0 0 0 昭 5 2 . 7 . 1 (「 般戟 1等 級適用 ) 3 1 3 ,3 0 0
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区 分 親 行 報 酬 額 施 行 年 月 日 改 正 前報 酬 額 施 行 年 月 日

教 育 委 員 会
委 員 長 月 額 6 0 .0 0 0 円 昭5 1.1 0. 1 4 8 .0 0 0 円 昭 5 0 . 4 . 1

委 員 月 額 4 0 ,0 0 0 〟 3 5β 0 0 〟

監 査 委 員

知 款経 験 を有 す る者 の う ちか ら遷 任 さ れた

監 査 委 員 ( 非 常 勤 )

市叢 会 議 具 の うち か ら選 任 され た 監査 委 員

月 額 7 0J0 0 0

月 額 2 7 ,0 0 0

〟

〟

6 0,0 0 0

1 8 ,0 0 0

"

〟

公 平 委 員 会
委 員 . 長 月 額 3 0 ,0 0 0 〟 2 2 ,0 0 0 〟

委 員 月 額 2 5,0 0 0 〟 2 0 ,0 0 0 〟

選 挙管 哩委員会

委 員 長 月 額 3 0 0 0 0 〟 2 2 ,0 0 0 〟

委 只 月 額 2 5,0 0 0 〟 2 0,0 0 0 〟

臨 時 に選 挙 管 理 委 員 に 充 て ら れ た補 充 員 日 額 4 ,0 0 0 昭 5 0. 4 . 1 2 ,5 0 0 昭 14 9 . 4 . 1

投 票 管 理 者 及 び 開 票 管 理 者 1 回 につ き 5,0 0 0 昭 5 2 . 6 .1 6 4 ,6 0 0 昭 5 1.1 0. 1

選 挙 長 1 回 に つ き 5 ,0 0 0 〟 4 6 0 0 〟

投 票 立 会 人 、 開 票 立 会 人 及 び 選 挙 立 会 人 1 回 に つ き 4 ,0 0 0 〟 3 .7 0 0 〟

固 定 資 産 .評 価 審 査 委 員 会 委 員 日 額 1.0 0 0 馳 9. 4 . 1 2 ,5 0 0 昭弘 !. 4 . 1

農 業 委 員 会

会 長 月 額 3 0 ,0 0 0 昭 5 1.1 0 ▼ 1 2 2,0 0 0 昭 5 0 . 4 . 1

副 会 長 、 部 会 長 及 び 副 部 会 長 月 額 2 5 J0 0 0 " 8 0 0 0 ′′

部 会 の 委 員 及 び そ の 他 の 委 員 月 額 2 2 ,0 0 0 ′′ 1 5,0 0 0 〟

( そ の 他 の 委 員 ) 月 額 2 2 ,0 0 0 ′′ 1 5,0 0 0 ′′

婦 人 相 談 員 月 叡 6 0 ,0 0 0 昭 5 1.1 0 . 1 5 0,0 0 0 昭 5 0. 4 . 1

家 庭 相 談 員 月 額 6 0 ,0 0 0 暗 5 1.l l . 1

社 会 教 育 指 導 員 月 額 6 0 ,0 0 0 〟 5 1,0 0 0 昭 4 9. 4 . 1

そ の 他 の 非 常 勤 の 職 員

農 業 共 済 損 害 評 価 会 委 員

年 額 4 0 ,0 0 0 円 以 内

月 額 6 ,0 0 0 円 以 内

又 は 日額 4 .0 0 0 円以 内に

か い て市 長 が 定 め る額

年 額 7,5 0 0

昭 5 0. 4 . 1

〟

3 0,0 0 0

5.0 0 0

3,0 0 0

6 ,0 0 0

昭 4 8 . 4▼ 1

′′

防 災 会 議 委 員 日 額 4 ,0 0 0
〟 3 ,0 0 0 昭 5 1 . 4 . 1

水 防 協 議 会 委 員 日 額 4 .0 0 0
〟 3 ,0 0 0 〟

痩 .築 審 査 会 委 員 日 額 2 5 0 0 昭 4 9 . 4 t l 2 ,0 0 0 昭 a 8. 4 . 1

.士 地 区 嘩 整 理 審 議 会 委 員 日 駄 4 0 0 0 昭 5 1▼1 0 . 1 3 ,0 0 0 昭 5 0 ー 4 . 1

国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員 日 額 4 ,0 0 0 〟 3 D O O 〟

保 健 所 運 営 協 議 会 委 員 日 額 4 ,0 0 0 昭 5 0 . 4 . 1 2 ,5 0 0 昭 4 9 . 4 ▼ 1

結 核 審 査 協 議 会 委 員
4 ,0 0 0 〟 2 ,5 0 0 ′′

公 民 館 運 営 審 議 会 委 一員 日 額 4 .0 0 0 昭 5 1 .1 0 ー 1 2,5 0 0 〟

住 居 表 示 審 議 会 委 員 日 額 4 .0 0 0 昭 5 0 . 4 . 1 2 ,5 0 0 昭 4 9 . 4 ▼ 1

都 . 高 計 画 審 議 会 委 員
日 額 4 .0 0 0 〟 2 ,5 0 0 〟

公 書 対 策 審 議 会 委 員 4,0 0 0 〟 2 ,5 0 0 〟

社 会 教 育 委 貝 日 額 4 ,0 0 0 昭5 1.1 0 . 1 2,5 0 0 〟

博 物 館 協 議 会 委 員 日 額 4.0 0 0 〟 3,0 0 0 昭 5 0 . 4 . 1

福 祉 事 務 所 嘱 . 託 医 月 額 4 0,0 0 0 昭 5 0 . 4 t l 3 6 か 0 0 昭14 9 . 4 ー 1

体 育 指 導 員 年 額 1 0 ,0 0 0 〟 8 ,0 0 0 昭14 6 . 4 . 1

文 化 財 保 護 委 阜 日 額 4 ,0 0 0 昭 5 1 1 0 ー 1 3,0 0 0 昭 5 0 . 4 . 1

青 少 年 問 題 審 議 会 委 員 日 額 3 ,0 0 0 昭 5 0 . 4 . 1 2 ,0 0 0 昭A 9. 4 . 1

青 少 年 補 導 委 員 1 回 2 ,5 0 0 昭 5 1▼ 4 . 1 2 ,0 0 0 〟

学 校 .医 ( 歯 科 医 ) 年 額 5 8,0 0 0~ 7 2 ,0 0 0
晦 0 . 4 . 1

5 0,0 0 0

-6 7,0 0 0
〟

学 校 薬 剤 師 年 額 4 7 .0 0 Cー 〟 4 0,0 0 0 〟
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(4)旅　　費
(昭50.1 2.19通用)

区 分 鉄 道 賃 船 賃

日 当

( 1 日につき)

宿 泊 料

( 1 夜 に つ き )

食 卓 科

( 1 夜

につ き )甲 地 方 乙 地 方

.7ヲ

市 長 . 助 役 .

収 入 役

運賃 の等級 を 2 階級 運賃 の等級 を3 階級 円 円 円 円

1 に区分す る線路にあ

っては上級の運賃

運賃の等級 を設けを

に区分す る船舶に あ

っては 中級の運賃、

2 階級 に区分す る船

2.1 0 0 1 0,4 0 0 9,4 0 0 2,1 0 0

2

企 業 管 理 者 等 及

1,6 0 0 8,1 0 0 7,3 0 0 1,6 0 0ぴ 3 等 級 以 上 の い線路 にあ っては、 舶 にあっては上級 の

職 務 に あ る 者 その乗車 に要す る運

賃及び特別車両料金

運賃 。

ただ し、鉄道連絡

3

4 等 級 及 び 5 等

1,3 0 0 6,5 0 0 5,9 0 0 1,3 0 0級 の 職 務 に あ る

者

を徹 す る客車 を運行

するもの による旅行

をす る場合 に一㌔ 特

別車両料金

船 にあ っては鉄道運

賃に同 じ

4
6 等 級 の 職 務 に

あ る 者

1,1 0 0 5,2 0 0 4,7 0 0 1,1 0 0

5

7 等 級 の 職 務 に

あ る者

(荏)

1普通急行列車又は準急行列車を運行する線路による旅行で、片道1 0 0 k皿以上の旅行には鉄道賃の

ほかに畢通急行料金又は準急行料金を支給する

2　特別急行列車を運行する線路による旅行で、片道3 0 0 Km以上の旅行には、鉄道賃のほかに特別急

行料金を支給する

3　船賃の額は、はしけ賃及びさん橋賃を含むものとし、公務の必要により、別に寝台料金を必要とした

場合には船賃のほかに現に支払った寝台料金を支給する

4　甲地方とは、東京都の区・京都市・大阪市・名古屋市・神戸市及び横浜市をいい.乙地方とは.その

他の地をいう

5　「企業管理者等」とは企業管理者及び常勤の監査委員をいう

6 「何等級の職務」とは、熊本市「股職の職員の給与に関する条例(昭和2 6年条例第5号)席3条轟2

項第1号に規定する一般職職員給料表による当該職務の等級及び一般職職員給料表の通用を受けない者

について市長が定めるこれに相当する職務をいう
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5　基　本　構　想

(1)目　　　的.

この基本構想は,無本市将来の望ましい都市像およびこれを達成するための施策の大綱を定めることによ

り、絵合的かつ計画的な行政の運営をはかることを目的とする。

(2)目　標年　次

この基本構想は,昭和6 0年を目標年次とする。

(3)発展の方向

ア　地位と役割

本市は、九州中央の歴史ある城下町として知られ,行政、教育、経済の管理都市として繁栄してきた。

近年、産業経済の発展と交通通信網の発達は,日本列島の様相を一変しつつあり,わが国は,高速化.

都市化、情報化、そして国際化の時代と呼ばれる新しい未来に向って大きな転換を遂げようとしている。

このような情勢変化は、とかく開発が遅れがちであった九州に,浮上の好機をもたらそうとしており、

従ってまた、本市は、その位置的有利性と、土地、労力等の発展可能性をェネルギーとして新たに飛躍

の時期を迎えようとしている。

ここに本市は、開発の始動条件の整備、資源の活用、管理諸機能の充実および環境の保全をはかり、地

域開発の主導的使命を果た_し、市勢の伸展と市民福祉の増進に努め、もって健康で明るく、豊かな、そし

て平和な市民生活の実現を目ぎすものである。

イ　将来の展望

①　人　口

目標年次における現市域人口は,約6 0万人と推定される。

②　就業構造

目標年次における本市の就業人口は,約3 0万人,その産業別砲荻は、男1次産業2%,第2次産業

3 2%,第3次産業66%と推定されろo

ウ　都市像

本市将来の振興発展の方向と目標を示す都市像を次のとおり設定する。

①　縁と水にかがやく明るい福祉都市

豊かな緑と水を生かして生活環境を整備し.積極的な社会開発により社会福祉を充実し,安全で平和

な、健康で明るい生活を享受できる福祉都市を建設する。

②　風格ある文教都市

美しい自然と伝統にはぐくまれた文化をより香り高いものとし,学循枚能の集積を高め,平和に寄与

し国家社会に貢献する人間を育成する風格ある文教都市を形成する。

③　活力にみちた中枢管理都市

交通通信施設の整備を基幹に,情報の交流を高め,産業経済の繁栄をはかり、行政的および経済的管

理諸機能の拡充強化に努め、活力にみちた中枢管理都市としての発展をはかる。

エ　土地利用構憩

本市の恵まれた自然環境と九州中央の拠点という立地条件をふまえっつ,機能的な都市活動を弓財ヒし、

-33-



健康で文化的な都市としての調和ある発展と秩序ある形成を目ざして次のように地域の用途を区分する。

(∋　住居用地域

中央および東部・北部の適地ならびに西部・南部の一部を主たる住居用地域とする。

住居用地域については、すぐれた居住環境の確保に努める。

また・適当な地区を文教地区に指定して学校施設の環境保全をはかる。

②　商業用地域

交通至便な都心部および各地区の拠点となるような市待地を商業用地域として商業の振興をはかり、

都心部については、必要な地区を高度利用地区に指定し,都心機能の更新をほかる。

なお・適地を選び流通業務地区に指定し,物的流通施設の整備をほかる。

③　工業用地域

臨海部および内陸部の適地を選んで工業用地域とし.工業の集中的活動地域としての整備をはかり、

散在する中小工場の団地化および都市型工業の立地を促進する0

@　農業用地域

その他の地域は、おおむね農業振興地域とし・農業基盤の整備と優良農地の保全に努める。

(4)施策の大綱

ア　市民生活

市民生活の安定・向上をはかるため、次の施策を積極的に進める。

①　コミュニティ_

コミュニティ~施設を適正に配置し、この施設における市民相互の接触と活動をとおして、自治意識の

高揚をはかり・社会教育の普及徹底と相まって、兵に民主的な住民自治の実現を目ざす。

@　住　宅

住宅需要動向に対応して・施、投の最良を1世帯1住宅から1人1室に進めるO

中央部については.中高層住宅の建設により職住近接、土地の高度利用をはかり、周辺部について

は・住宅地の開発により良好な環境下にお`ける住宅建設を促進する。

③　市内交通

増大する市内の交通混雑に対しては、市民の足を確保するため,市内交通機関のより効率的な大量

輸送機関への移行をはかるo

市民生活の安全と利便の確保のため、生活道路の整備とあわせて、交通事故防止のための歩車道分

離等交通安全施設の拡充整備に努めるo

④　公園緑地

全市にわたり公園緑地の適正配置と面積の拡大をはかる。

緑の保存と育成および豊かな水の保全と利用によって「森と水の都」の声価を高める。

⑤　保健衛生

市民の健康を保持し明るい生活を確保するため、予臥相談、治療等の健康管畢系を充実酎ヒす

るとともに市民組織等との緊密な協力により、市民の健康増進および保健思想の向上をはかるo
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(り　清　掃

社会情勢の変化に対応し,合理的な計画により.廃棄物をすみやかに、かつ,衛生的に処理する。

(う　公_　害

市民の健康を保護し生活課境を保全するため,公害基本法の主旨にのっとり、公害防止の諸施策を

積極的に推進する。

⑬　消費者行政

国県の施策に呼応し,消費生活の合理化を促進し消費者保護に努める。

イ　文教・福祉

すぐれた市民を育成するととも把恵まれない人々をまもるため、次の諸施策を実施して、文教,福祉

の充実をはかる。

①　学校教育

明日をになう健全な市民育成のため,教育環境の整備に努める。

義務教育および幼児教育については、人口分布の変動に即応して施設の規模および配置の適正化に

努め,教育者の資質向上および施設内容の改善充実をはかる。

高等学校については,教育内容の多様化・高度化の要請に対応して施設の増設および充実をほかる。

大学および研究・調査磯謁の新設・拡充を促進して学禰研究扱能の充実をはかる。

②　社会教育

社会教育施設を充実弓封ヒし、生涯教育の徹底をはかる。

公民館・各種スポーツ施設等による社会教育諸活動をとおして,市民の実生活に即した文化的教養

を高め、体力を増進する。

③　市民文化

本市のすぐれた自然と伝統によってつちかあれた文化をさらに育成強化する。

文化諸施奴を整備し、開発と保存の調和をはかりつつ文化財の保護に努め、市民の文化活動をとお

して個性ある市民文化を醸成するO

④　社会福祉

明るく健康な市民生活の確保を目ざして,児童福祉、老人福祉の充実をはかり、心身障害者,母子

家庭および低所得者の更生援護の強化に努める。

このため、国・県・市および民間の緊密な連携、協力のもとに,保育所,老人ホームおよび更生施

設等,福祉施設の整備をはかり,各種社会保障制度の拡充に努める。

り　産業経済

豊かな市民生活と本市の繁栄を目ぎして産業経済の振興をはかるため,常に市民の福祉と経済社会の

動向を考慮しつつ,本市の特性を生かし次の諸施策を講じる。

tf　商　業

商業環境の整備,協業化・共同化の推進等近代化の諸施策を進める。すなわち,都心部および周辺

部の適地に、それぞれ魅力ある商店街の形成をはかり、また、物的流通施設の整備を促進して広域流

通機能を充実し、国内版路の拡張を促進するとともに海外貿易を振興する。
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田i^Ki

哀市都市圏の臨海部および内陸部に=業団地の基盤整備をはかり,既存工業の近代化を促進し、あ

わせて関連産業を誘発して既存産業に相乗効果をもたらす非公害型の工業の育成・導入をはかり、太

市産業の新しい活力としての発展を目ざす。

L31　観:'t

観光資源の保存、開発および創造を強力に推進して観光的利用をはかり,あわせて全市民のレクリ

エーションに活用し、観光諸施設の整備と新たな観光価値の再発見に努め、観光拠点都市としての機

能を東化する。

④　農林水産業

農業の生産性向上と農業者の所得増大を目途とし,農業関係基盤の整備をはかり、あわせて生産環

境の保全に努め,都市近郊農業の特色を生かした、近代化された主産地形成を目ざすとともに需要の

動向に即応できる態勢づくりを推進する。

時代の要請に対応して生産性の高い水産業の振興をほかる。

⑤　中小企業

太市産業の大半を占める中小企業については,激しい環境変化に対応できるよう高度化,近代化を

進め、体質の改善と経営の安定化をはかる。

⑥　労働力

優秀な労働力の集積・定着と、潜在労働力の活用をはかる諸施策を積極的に,推進し,経営能力なら

びに技術および技能の向上に努め,もって,太市の九州における経済の中核的地位を高める。

エ　都市基盤

充実した中枢管理機能、健康で文化的な市民生活および効率的な都市活動の基礎となる都市基盤の整

備を目ざして次の施策を推進する。

①　Fbifi地開発

快適かつ、能率的な都市の実現のため、市横地としての開発および既存市街地の再開発を行う。

すなわち周辺地域においては、土地区画整理事業を促進して良好な住居環境と効率的な産業施設の

配置をはかり,都心部の過度の集中により機能の停滞している地域においては,関係者の力を結集し

た再開発により都市機能の充実強化をほかる。

②　交通運輸

九州の中枢都市としての管理機能を効率的に発揮するため、高速自動車道の建設,国道および主要

地方道の改良ならびにノミイバス建設を促進する。

増大する道路交通に対処し,かつ,上記幹線道路に連絡するため放射状および環状の都市計画道路

ならびに主要市道を整備するO

その他、港湾、インク-チエソジおよび空港等の重要都市施設間の連絡道路の整備を強力に推進す

る。

新港湾の建設を促進し,生産の向上と流通機能の充実をはかり,もって産業開発の起動力たらしめる。

鉄道については、九州新幹線の建設を促進するとともに、市梼地部における高架化または立体交差
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化を促進する。

現空港は、将来,国際垂港として機能させるため施設の整備を促進する。

③　上水道

上水道需要に対応して,常に良質、かつ、豊富な水を確保する。原水は地下水に求めることを基本

とする。~

甘1蝣N-ij

都市排水を計画的に処理するため、公共下水道,都市排水路を整備し、市民生活環境の向上および

公共用水域の水質保全をはかる。

(う　防　災

水害のおそれがない安心して住める術にするため、白川および諸河川の抜本的改修を促進するとと

もに、西山地域における小河川については,砂防対策を中心に災害防止対策の充実をはかるO

火災その他の災害に対しては、 '予防体制を確立するとともに消防施設や機動力を増強し、激増する

救急業務に対しては救急体制の充実を促進する。

(5)推　進　体　制

ア　市民参加

広報、広聴活動の強力な推進により市民の創意と良識を結集し、もって.この構想の円滑な実現を期

ua

イ　広域行政

住民の生活圏の広域化に対応しつつ,国の広域生活圏構想に基づき、関係市町村との協力および各自

の特性に応じた機能分担の下に、地域の一体的発展のため広域行政の推進をはかる。

ウ　行財政運営

市民生活の向上および社会経済の発展にともない量的に増大し質的に多様化する行政需要に対処し,

もって本構想を効率的に達成するため、本市行財政運営の近代化に努める。

(昭和46年7月15日議決)
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6　広　報・広　聴

xn圏　　　gH

ア　広報広聴連絡業務

広報広聴委員会(部長)により、横の連絡に当たっている

委員会　20名　　月1回開催

広報連絡委員(課長補佐)により、各課の事業、行事を週報、月報で情報の収集を行っている。

委　員　105名

イ　広報刊行物

rくまもと市政だより」

毎月1日発行・B5版　10-12頁

1回の印刷部数　161,000部

文書配布委託者を通じて各世帯に配布

「点字市政だより」

毎月1日発行・B5版20頁(年13回)

1回の印刷部数　200部(動送)

編集は熊本市視聴覚障害者福祉協会に委託(内容は市政だよりから抜すい)

「市民グラフ」

年3回発行・A4版・12頁

1回の印刷部数　5,000部

写真による市政広報

「市民のしおり」

B6版・48頁　全戸配布　170,000部

「目で見る市政」

B6版・24頁　6,000部

ウ　テレビ・ラジオによる広報

テレビ番組(年間24回)

「あたしたちの時間」

RKK-TV　毎月第2土曜日午後1時45分から15分間

「おはようくまもと」

TKU・TV　毎月第4土曜日午前7時45分から1 5分間

テレビ・スポット　「市政だより」

RKK-TV　毎週月曜日午後6時50分から20秒(年52回)

毎月最終週火曜日～金曜日の午後0時4 0分から20秒(年48回)

TKU・TV　毎週月曜日午後7時から20秒(年52回)

毎月最終週月曜日一金曜日の午前9時から2 0秒(年60回)
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テレビ年賀

RKK　でⅤ　市長の年頭のあいさつ　1月1日

ラジオ放送

NI王Kラジオ　毎週水・土・日曜日の午後6時5 0分からの「官公庁だより」に広報資料提供

RKKラジオ　毎週月曜日、モーエソクダイヤル午前9時40分から90秒(年52回)

工　新聞広告

市政について市民の十分な理解を得るため、日刊紙の紙面を利用する

オ・その他の広報

声の市政だより

毎月1日発行　90分巻　50本

カセットテープに市政だよりを濠音し、目の不自由な方-送付

広報写真の展示

市庁舎内3カ所　月2回掲示

時事ファックスニュース

関係課に回覧し、特に参考になるものは照会調査する

テレホンサービス

電話により市民ニュースのサ-ビス(TEL56-6 46 0 ) 1 5 0秒以内、毎週水曜日内容入れ替え

市施設めぐり

年6回実施、汚水処理場、清掃事業所、消防署など

1回1 0 0名程度、パス2台、一般市民から募集

窓口テレビ放映

市民課の窓口、東・西にテレビを設置、市政広報番組のVTRとお知らせを放映

行事予定表作成

月報(毎月20日作成)

週報(毎週金曜日作成)
報道機関、市会議員、各学校、各課に配布　340部

日報(毎日前日作成)　　　市政記者室、広報課に掲示

広報車等の利用

広報車(ぎんなん号)放送設備付、行事その他の広報

広報取材車　　　　　放送設備付、広報事項の取材のほか行事その他の広報

力　報道機関との連絡

市長の定例記者会見　毎月1回

局部長定例記者会見　毎月2回

報道機関(市政記者)に対する報道資料の提供

(荏)記者クラブ加入社　( 11社)

朝日・毎日・読売・西日本・熊日　NHK・RKK・TKU・日本経済・時事通信・共同通信

-39-



(2)広　　　聴

ア　市民の声処理状況 (昭和52年度)

地 域

a g

中央 東 南 西 北 計
A

受 付 累 計

B 処 理 累 計
次 年 度

へ ( A

- B )

B / A

百 分 比完 結 回答 計

1

jfe
面
症
戟

企 画 1 1 1 1 1

事 務 管 理 2 2 1 2 2

そ の 他 2 2 2 9 2

合 計 4 1 5 5 5 5 0 1 0 0

2

′総

ft

職 員 の 接 遇 、 服 務 2 2 ォ蝣> 2 2

市 有 財 産 1 1 2 2

税 務 3 2 5 5 1 3 4

そ の 他 1 1 1 1 1

合 計 6 1 3 1 0 1 0 1 6 7 3 7 0

3

請

氏

自 治 振 興 1 1 1 1 1

交 通 安 全 対 策 9 7 3 2 2 2 3 2 5 1 2 1 2 2

戸 兼 、 住 民 票 4 3 7 7 1 6 7

保 険 、 年 金 2 1 1 1 5 5 5 5

福 祉 3 5 1 9 9 9 q

保 護 n 2 2 6 6 1 5 6

防 犯 灯 1 1 2 2 -7 2

そ の 他 1 2 1 2 6 7 1 6 7

& s i 2 1 2 2 6 3 7 5 9 6 2 4 5 5 5 9 3 9 5

・1

衛

坐

衛

壁

公 皇 1 1 1 1 1

河 川 汚 濁 1 2 1 4 5 2 1 3

悪 臭 1 5 1 6 5 5 1 0 5 1 5 3 3 4 8 5 1

騒 音 6 l l 5 s 4 2 9 3 1 2 2 8 3 0

煤 姪 1 2 1 1 3 8 9 1 8 9

そ 族 、 昆 虫 6 9 1 6 2 2 4 2 5 5 2 0 2 5

野 犬 3 q 5 2 1 9 1 9 8 l l 1 9

保 健 予 防 1 7 3 l l 1 3 2 l l 1 3

空 地 管 理 8 4 0 4 4 1 5 7 1 / L 1 8 5 4 7 2

そ の 他 2 4 1 2 9 9 9 9

小 計 4 4 1 0 0 2 4 2 1 3 8 2 2 7 2 3 7 4 L 1 9 0 2 3 2 5 9 8

清

拷

こ み 9 1 9 2 9 4 4 3 4 4 2 0 2 .4 4 4

収 集 も れ 3 2 1 6 6 4 2 6

不 法 投 棄 4 5 4 3 3 1 9 2 0 s 1 2 2 0

汲 取 り も れ 2 1 2 5 6 1 5 . 6

業 者 3 1 4 4 . 4 4

そ の 他 3 3 1 1 8 8 4 4 8

/j、 計 2 4 3 1 7 1 4 9 8 5 8 8 3 7 5 1 8 8 0 1 0 0

合 計 6 8 1 3 1 3 1 3 5 4 7 3 1 2 3 2 5 7 9 2 4 1 3 2 0 5 9 8

5

経

済

商 工 ・7 1 3 4 4 4

1* 2 2 2 2 2

ォ * 4 1 1 6 7 1 6 7

用 水 路 5 7 3 4 1 2 0 2 3 5 1 8 2 3

そ の 他 2 1 1 1 6 6 6 6

合 計 l l 1 3 4 7 2 3 7 4 2 6 3 6 4 2 0 1 0 0

6

痩

読

道

路

舗 装 新 設 l l l l l l 5 5 4 3 4 5 3 2 8 3 1

舗 装 修 理 5 0 - h 5 1 9 6 1 O S 2 7 9 9 1 5 1 1 4

砂 利 散 布 4 1 3 h 7 7 3 7 4 1 2 0 7 . 2 7

修 理 1 2 1 0 3 1 2 1 0 4 7 5 5 3 3 9 4 2

新 設 拡 幅 1 1 2 4 4 3 3

側 壁 1 1 2

河 川 1 3 4 1 9 l l 4 2 b

橋 梁 2 2 1 5 7 1 3 4

交 通 安 全 施 設 . 8 1 3 1 3 1 6 3 1 6 1 5 2 1

市 道 認 定 1 4 1 4 1 l l 1 2 7 7

境 界 7 4 3 3 1 7 2 3 5 8 1 3

街 灯 1 2 2 1 6 7 4 3 7

工 事 に 付 随 6 l l 6 5 6 3 4 3 7 l l 1 7 2 8

4 、 計 1 0 3 8 8 4 0 6 1 4 6 3 3 8 4 0 2 1 8 6 1 1 7 3 0 3 9 9 7 5
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地 域

項 目

中 央 東 南 西 丸 計
A

受 付 累 計

B 処 理 累 計 次 年 度

へ ( A

B )

B / A

.百分 比完 結 回答 計

6

痩

読

刺

m

按 摩 ~ 3 4 8 7 . 1 5 1 9 1 1 2 1 1 6 8 6 1 5 1 0 1

修 理 5 9 2 4 5 2 5 2 9 1 0 3 1 3

新 設 7 7 3 5 8 3 0 4 3 4 1 5 1 9

蓋 1 7 1 8 3 l l 1 0 5 9 5 9 2 4 1 0 3 4

暗 渠 1 1 2 4 8 3 1 4

排 水 路 l l 1 6 2 0 1 5 9 7 1 8 2 2 3 3 3 5 6

工 事 に 付 随 2 2 2 3 6 1 5 1 6 8 8 1 6

4 、 計 ti b 1 0 1 3 7 5 5 5 7 3 1 6 3 5 3 1 5 8 8 5 2 4 3 1 1 0 6 9

下

汰

道

a * 2 5 2 3 4 1 6 1 6 1 0 2 1 2

修 理 l l 3 3 1 7 1 8 l l 3 1 4

新 設 5 1 1 1 8 8 2 5 7

料 5 1 1 7 8 3 1 4

受 益 者 負 担 金

工 事 に 付 随 7 7 2 4 2 0 2 4 6 7 1 3

4 、 計 3 0 1 7 s 9 7 6 8 7 4 3 2 1 8 5 0 2 4 6 8

都

市

閑

%

区 画 整 理 2 蝣7 4 4 . 4 4

公 園 、 広 場 1 4 9 2 2 2 7 3 3 6 1 3 1 9

線 地 、 良 化 6 4 . 2 4 1 6 1 6 3 1 2 1 5

4 、 計 2 3 1 7 1 8 8 5 7 6 3 1 0 3 7 . 4 7 1 6 7 5

痩

*

建 . 築 指 導 9 8 2 1 3 2 3 3 3 3 2 2 1Z5

市 営 住 宅 1 1 1 3 6 6 4 4

日 照 権 1 1 2 4 2 1 3

4 、 計 1 0 1 0 2 2 7 3 1 4 3 5 2 7 3 2 l l 7 4

そ の 他 1 3 6 1 4 3 '- I 2 9 5 1 6 2 1 8 7 2

合 吉† 2 4 5 2 3 9 8 6 1 3 9 1 2 8 8 3 7 9 6 4 3 9 6 3 0 0 6 9 6 2 6 8 7 2 ー

7 教 育 6 8 1 2 1 7 2 1 3 1 5 1 8 3 8 6

8 交 通 5 4 2 l l l l 1 9 l l 0 1 0 0

9 水 道 l l 1 0 1 2 4 2 8 3 0 1 L 1 6 2 8 2 9 3

1 0 消 防 3 1 2 6 6 5 5 1 8 3

l l

外 関

部 団

機 体

国 7 2 1 1 0 1 3 1 0 1 0

. 県 4 l l 3 7 5 3 0 3 0 1 2 8 2 1

そ の 他 蝣蝣> 3 5 5 5 5

合 計 1 3 l l 3 9 9 4 5 4 8 1 4 3 4 4 4 1 9 2

1 2 市 政 以 外 7 6 1 1 0 6 3 0 3 1 2 2 6 2 8 3 9 0

総 1 計 4 0 0 4 4 6 1 3 4 2 0 9 2 0 8 1,3 9 7 1 ,5 5 5 5 0 6 7 5 7 12 6 3 2 9 2 8 1

方法 鷲 文 来 そ
計

付 請 :-*:
日

庁
の
他

累 計 7 9 9 4 6 4 3 2 1 2 0 1,3 9 7

百分比 5 7.2 3 .3 3 1.0 8 .5 1 0 0

aie

内容 棉 普 要 陳
計

吏付 読 情 壁 情

累計 68 115 1,106 108 1,397

百分比 4.9 8.2 79.2 7.7 100



イ　特別相談

内容
種類

曜 日 . 時 担 当 主 な 相 談 相談件数

消費生活相談
<v 消 費 生 活 買いものについての相談 . 商品の品質

3 9
: 3 0 ~ l 6 : 0 0 コン′サノレクン′ト 量 目.値 段.衛生 などについての問題

税 務 相 談
⑧ 税 理 士 会 法人税 . 所得税 .. 譲渡所得税 . 相続税

8 7
1 3 : 0 0 ~ l 6 : 0 0 熊 本 県 支 部 . 青色申告 . 固定資産税 など

人 権 相 談
, ll

人権擁 護 委 員
名誉の侵害 . 借地借家 . 金銭 の貸借

2 2 2
1 3 : 0 0 ~ 1 6 : 0 0 損害の賠償 . 酷使虐待 . 登記な ど

家 事 相 談
⑱

家 庭 裁 判 所
夫婦 . 親子 . 失綜者 . 遺言 . 戸兼 . 秩

1 5 4
1 3 : 0 0 ~ l 6 : 0 0 秦 . 離婚 T 相続人な ど

登 記 相 談
㊨ 司 法 書 士 会 相続 . 遺言 . 贈与 . 抵 当権 . 賃借 . 供

1 3 1
1 3 : 0 0 ~ 1 6 : 0 0 熊 本 支 部 翠 . 雇用 . 保証 . 金銭 . 土地な ど

法 律 相 談
I'"I

弁 護 士 会
話 し合いや調停で解決で きない もの

3 5 2
1 3 : 0 0 ~ l 6 : 0 0 法律を必要 とす るもの . 訴訟 な ど

交通事故相談
常 時 開 設 専 門 相 談 員 損害賠償の請求方法 . 示談 . 調停 . 訴

訟 . 被害者の更生な ど
7 0 7

㊨ 9 : 0 0 ~ l 6 :0 0 弁 護 士 会

計 1 ,6 9 2(荏)　o相談コーナ-は、市民相談課内でいずれも無料
o金曜日の法律相談は、当日8人に限り、整理券を発行
o相談件数は5 2年度実患

ウ　市政懇談会

地域住民を対象にした「地区別市政懇談会」と各種の団体等を対象にした「階層別市政懇談会」を開催したo

今回の懇談会は、昭和4 7年に策定した本市の総合計画を改定する作業の一貫として開催したものであ

る。従って、地区毎に、あるい臥各階層毎に、懇談すべき主要議題を提起し、それについて、それぞれ

意見を聴取する方法で進めた。

(∋　地区別市政懇談会

全市を1 1の地区に分け実施1地区に2議題を設島1会場約2時間。

参集人員は1会場平均約8 0名。市側からは市長・助役をはじめ、議題に関連する局部課長など毎

回1 5-1 6名が出席。

㊥　階層別市政懇談会

「市政モニークー懇談会」 「婦人市政懇談会」を閃胤前者は、本市のモニークー8 5名を対象と

し望れい都市像及び地下水保全をテーマに市長と約2時間懇乱後者臥熊本市婦人会連絡協議

会を対象に、約7 0 0名の婦人が参加o夜か・同婦人会の主催による「市政を考える婦人の集い」

は昭和4 7年から毎年開催されてきたが、今回昧特に市の方針に基づいた懇談会とするため・市

-42-



主催で実施

工　市政モニター制度

昭和4 7年に缶臆した本市の「市政モニター設置要綱」に基づき、 52年度のモニター馬腹を実施したe

モニタ-数-8 5名、募集方法-一般公募、任期- 1年、報酬-記念品

おもな活動

oァンケ-ト調査

第1回　熊本のまつりについて

第2回　健康について

第3回　市民会館について

第4回　市民意識調査について

o会　議　等

第1回　連絡会議

第2回　市政懇談会

第3回　反省会(市民会館内施設見学)

7　事　務　改　善

(1)経過と現況

本市の事務改善、能率向上は、昭和3 0年代の初期における校区出張所の統廃合や、会計機等の導入による

事務機械化をはじめとして、今日まで、税務事務、窓口事務、文書事務、給与事務など各分野で数多くの改善、

能率化の施策が実践されてきた。

これらの中で,もっとも重要な意義を持ち、太古における事務近代化の基礎づくりとなる具体的成果として

Cも　つぎの施策があげられる.

o電子計算センター-の委託による大量計算業務の機械化

o窓口事務の改善, -太化と、住民記録の統合整備

o文書管理の改善と、浄書印刷業務の集中処理

しかし、従来の事務改善は、どちらかといえば印銘証明の間接証明方式の採用など部分的な事務作業面の改

善合理化、対症療法的な現状打開策に終始しがちであり、全庁的視野に立って事務の機能を体系化し、総合的

かつ、計画的に事務の管理改善の推進をはかる姿勢が不十分であった。

電算機の利用も民間委託という便宜の形態であり、定型的な大量計算事務の機械化にとどまっているなど多

くの問題点が残されている。

一方、新らしい市庁舎の建設についても、今後本市全体の行政運営の効率化という視点から事務の抜本的な

改善による近代化をより一層積極的に推進する契機を迎えようとしている。
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(2)各種事務改善状況

ア　電子計貫積による事務権械化状況 て昭和52年度)
(民間の電子計算センター-委託処理)

部 .課 名 業 務 名 処 理 開 始 処 理 回数 委 託 料

総 務 部 財 政 課 請 . 債 妖 計 癖 4 3 年 2 回 1 9 5 ,1 0 0 円

職 員 部 給 与 課 職 員 給 与 4 3 1 2 1 5,1 4 2 ,6 6 0

〝 職 員 厚 生 課 職 員 健 保 料 4 4 2 3 9 0 ,7 0 0

税 務 部 主 税 課 税 収 納 消 込 4 5 1 2 3 6 ,6 7 3 ,5 0 5

〝 Tfi R 税 課 請 (県) 民 税 4 1 1 2 8 ,9 8 3 ,6 7 6

〝 〝 軽 自 動 車 税 4 3 1 4 ,8 2 9 ,7 2 0

〝 資 産 税 課 固 定 資 産 税 4 1 1 3 8 .3 5 1 ,6 4 4

〝 納 税 課 納 税 組 合 事 務 費 等

及 び 滞 納 整 琴
4 7 1 2 1 0 ,4 0 7 ,2 5 1

市 民 部 国 民 年 金 課 国 民 年 金 5 1 4 1 3 ,0 9 6 ,5 5 0

〝 保 険 課 国 民 保 . 険 4 2 1 2 3 7 ,4 2 3,5 2 0

福 祉 部 社 会 諜 児 童 手 当 4 8 3 1 ,4 9 8 ,3 9 2

〝 〝 医 療 券 発 行 5 1 1 2 4 ,0 0 0 ,0 0 0

〝 保 育 課 保 育 措 置 費 5 0 1 2 5 ,3 9 9 ,4 7 5

衛 生 部 総 務 課 栄 養 統 計 5 2 1 1 1 0 ,0 0 0

計 画 部 区 画 整 理 課 換 地 計 算 5 2 1 2 ,0 0 0 ,0 0 0

下 水道 部 下 水 道 管 理 課 受 益 者 負 趣 金 4 4 1 1 .2 0 2 ユ 0 0

〝 〝 水 洗 貸 付 金 5 1 ′ 1 2 3 ,9 4 5 ,0 0 0

〝 〝 下 水 道 使 用 料 4 2 1 2 2 ,6 7 9 ,0 0 0

水 道 局 営 業 課 水 道 料 金 4 2 1 2 3 1,5 0 0 ,0 0 0

交 通 局 総 務 課 交 通 職 員 給 与 4 4 1 2 2 ,1 8 8 ,0 0 0

合 計 1 6 課 2 0 業 務 - - 2 4 0,0 1 6 ,2 9 3

イ　窓口事務の改善と住民記録の統合整備状況

主 要 改 善 事 項 実施年 月 主 要 改 . 善 事 項 実施年月

窓 口環境 の改善整備 昭 4 1. 9 0 連絡搬送機器の導入 (ベルトコンペ 昭 4 3 .1 2

0 庁舎改造模様替工事、 冷暖房設備 -4 2. 2 ベア、気送管、 インターホ- ン等 ) ( 第2次 )

4 1. 9

O オー プンカウンター新設、来庁市 (第 1次 ) 0 即刻処理業務 と事後処理業務 の分

民ス ペ一スの拡張 4 3 . 7 離、記載事務の タイプ化

0 庁内案 内板の設置、窓 口表示 板の ′〉4 3.1 2 その他 の改善事項

改善整備 (第 2次.) 0 庁内窓 口配置 の合理化

窓 口事務の一本化 ( 市民課窓 口の東地区、西地区分 ′-4 2. 2

0 住民異動の届出手続の簡素化 4 2 . 2 割、市民相 談課案 内窓 口、教委
(第 1次 )

4 3ー 7

-4 3.1 2
(第 2 次 )

0 同届書、受付窓 亘の一本化 4 2.l l

4 3.1 2

4 3. 5

就学窓 口、水道料金窓口等の集

( 住民、配給、選挙、 国保、年金 中開設、市金庫の移転等 )

の異動手続 ) 0 市民相 談課の新装開設と相談内容 4 6.1 0

4 7. 2

4 7ー7

4 9. 4

0 証 明請求 窓口、交付窓 口の専 門化 の充実強化 ( 南新館 1階 )

住民記録の統合管理 0 戸兼、 住民票等の証明書の電話に

0 佳良基本台帳 の整備 よる申込 の受付

(住民、配給、選挙、国保、年金 . ′-4 3.1 2

昭 4 2. 2

0 市 税等 の公金収納窓 口の拡充 (収

等の資格 に関す る畠録を統合 ) 納代理金融機関4 8 カ所を追加指定)

0 戸兼、住民基本台帳等の保管用具 ▼ 0 税 .年金 の 口座振込制度の開始

の改聾 整備 ( ピlリプルレコl ダ等 ) O 戸籍 .住民票謄抄本 の認軍に 自動 5 0. 3

5 2.1 0

窓 口事務の処理方法の改善 認証器 を採用

0 - 部横割 り流れ作業方式 の採 用 (第 1次 ) 0 印鑑証 明の間接証明方式 の採用

EE!



ウ　文書管理の改善と浄書印刷業務の集中化状況

主 要 改 善 事 項 実施年月 主 要 改 善 事 項 実施年月

文書集配の合理化 昭3 8.1 0

4 2. 7

3 8. 7

文書の分類整理 (未施行)

4 3. 1

0 メI ルボーイ制度 0 文書分類表作成

本庁舎内各課 との間の文書集配 0 フアイ1)ングシステムの一部採用

(職員4 人 ) ′浄書印刷の集中管理

0 メールカー制度 0 浄書室の設置、運営

本庁舎と各出先機関との間の文書 竜式 ジアゾ複写機 1 台 機械 (機械は5 3.
集配 ( タクシー借上、職員 1 人同乗) 静電式複写機 1 台 保有 4.1 現有数)

タイプ集中化

4 4. 4

文書作成の標準化

0 公用文に関する規程の制定

O公文書の種類 と定義、書先 用字

三 菱 =4纏

用語等の体系的な標準化 断 裁 機 1 台

( 文書規程 との一体的運用 ) ( 各課のタイプ浄書、複写、印刷、製

帳等を集中処理 )
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8　職　員　研　修

(1)研修の概況

ア　研修受講人員

(昭和52年度)

区 分

職 場 外 研 修

派 遣 研 修 合 計
「殴研修 専門研修 その他 計

延 人 員 6 1 4 8 9 7 8 8 1,5 9 9 2 1 1 1,8 1 0

イ　職場外研修

区

分
研 修 名 対 象

回

数
人 員

日

ォ
実施時期 内 容

般

研

修

保母職

新 採 保 母 1 1 5 9

月 公務皐 と しての自盤 と意識の確 立 を図 り、

新 規 採 用職 員

研 修 7
職務遂 TTに必要夜実務 の基 礎知識 を習得 し、

保母 としての適応 力と市職員としての心構え

を養成 す る

講師 .‥…部内講 師

吏 員 研 修 (1)
主 事

3 1 0 7 3

第 1 回 4
担当す る職務 を遂行す るため に必要 夜法の

解釈と運 用能力の基碇知識 を習 得す ると と

技 師 第 2 匝- 5

第 3 回 5
もに市行 政の現状 と将来 を認 識す る

講師 .日.‖部内講師及 び部外講師

女 子 職 員 研 修
主 事

2 7 8 3
第 1回 2

市行政の現状を認識 し女子職 員 としてのあ

り方、心 構え を再 確認す るとともに、職務
技 師 第 2回 2 遂行能力の向上を図る

講師 .‥.‖部内講師及 び部外講 師

吏 員 研 修 (2)
主 事

技 師 2 6 6 5
第 1回 8

第2回 8～9

中堅吏員 としての市行政 のあ り方 と今後の

方 向につい ての主体 的な考え 方 を確 立する

とともに高度を知識 と応 用力、判 断力、表

現力 を養 う

講師 部内講 師及 び部 外講師

作業掛長等研修
新 任 掛 長

及 び主 任 2 3 3 3
第 1回 10 - ll

第 2 回 11

技能労務 職員と して自 ら業務 に従事 しなか

ら、現場 の責 任者及 び指導者 としての職務、

役割 を遂 行するために必要 夜一般 的な知識、

技能、 原理原則の習 得を図 る

講師 .…‥部内講 師

係 長 研 修 (1) 新任係長職 3 7 8 6

第 1回 6～ 7

第 2回 7

第 3 回 1 1

新任監 督者 として の職務、役 割 を遂行 する

ために必 要な知識、技 能及び原理原則の習
得を図る0

講師 .‥…部 内講 師

係 長 研 修 (2 ) 係 長 職 2 7 8 3
第 1回 4

第 2回 5

重要か つ複雑を 事務、技術 に関す る職 務を

執行管 理するため に必要 夜央嘘教を習得させ、

監督者 として必要夜二管理 能力を養 う

講師 .‖…部内講師及 び部外講 師

課長補佐研修 (1) 新 任補佐職 1 2 3 3 1 0

課長の職 務、 役割 を補助代行 する補佐 とし .

ての職 務を遂行するた めに必 要夜知識、技

能 を習得す る

委託先..一…産業能率 短期 大学

課長補佐 研修(2) 課長補佐職 2 7 3 3
第 1 回 10

第 2 回 10- l l

課長補佐 として重 要かつ複雑 な職 務を執行

管理するために必要な知識、損能を習得する

講師 部内講師及び部外講 師

課 長 研 修 課 長 職 o 4 9 3
第 1回 9

第 2回 1 0

市行政 を効 果的に執 行す るために必要夜総

合 的視 野にたったものの見方、 考え方、及

び諸々の問題に対す る解 決能力 を養 う

講師 .一..‥部外 講師

部 長 研 修 部 長 職 1 1 4 3 8

複雑多岐夜地方行政 の企画決 定、及 び運営

に直接 携わ る上級管理 者 として要請 され る

高度夜行政能力と時代 に即 応 した行政感覚

を養成す る

講 師 ‥部外 講師
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区

分
研 修 名 対 象

回

敬
人 員

回

数
実施時期 内 容

専

門

研

修

行 政 法 研 修 全 職 員 1 3 4 1 3

月

1 0 - l l

行政及 び行政 法の意義、特質 を理 解 すると

ともに行政 処分 を法律行為 として思考処理

す る能力 を養 う

講師 ‥熊 大教 授

民 法 研 修 全 職 員 1 4 2 1 0 1 0 - l l

民法 の指導原理 及び基本的規定 を理 解 し、

あわ せて民法 的思考能力 を養い、行政 を的

確に行 うに必要 夜能力を養 う

講師 ‥熊大教 授

法 制 執 務 研 修 全 職 員 1 5 4 5 7

立法事務 の原 則及 び技術を正し く理解する

とともに、 法の解 釈 及び運用能力の 向上 を

図 る

講師..… -熊大教授

栄 養 士 研 修 栄 養 士 10 3 S 1 0 4′、名

複雑 多肢化す る栄 養士の業務 を合理的かつ

能率的に遂行す る能力を養 う

講師 .‥▼‖熊大そ の他

電 気 技 術 研 修 電気技術職 1 3 5 1 1
電気保安教 育の重要性 とそのあ り方

講師 部 内講師

文 書 事務 研 修 全 職 員 5 1 8 1 2

第1 回 4
夢2 回 2
帝.< M S
第4 回 10
串5 l"1 一一

行政 を民 主的、能率 的 に処 理す るために必

要夜文書事務 の合理的運用能力を養 う

講師…...部内講師

接 遇 研 修 全 職 員 4 7 0 2

第 1回 4

第2 回 5

第3回 6
第4回 7

公務 員 として、 日常業務に必要 夜接遇 の心

構 え及 び態度について考えるとと もに、応

対のあ り方 について習得する

講師 ‥部 内講師

煤

育

研

修

中.堅保母 研修 保 畢 1 1 3 2 l l 講師 …...主 に部 内講師

主 任保母研修 主 任 保 母 1 1 8 2 9 〟
調 理 師 研 修 調 理 師 1 1 6 2 1 〟
傑葡萄晩員研修 全 職 員 1 6 0 1 3 講師……部外講師

派 遣 研 修 〟 1 3 7 6 東京都 ほか

その他の研修 〟 3 16 0 1
6
10
3

講師 部 内講 師及 び部外講師

そ

の
他

の
釈
ォ

管 理 者講 演 会 管 理 者 ・7 8 0 2
第1回 5

第2回 1

テー マ ‖「地方 自治の諸問題」

講 師 ….‥自治省

テI マ.‥- r 地方公務員行政の諸問題」

講 師… ‥自治省

職 場 研 修
市民税謀 ほ

か3 謙
4 講師 熊 本西税務所、熊 本商科大 学その他

ウ　派遣研修

研 修 名 場 所 人 員 期 間

海 外 派 遣 研 修
ア メ リ カ 1 1 0 日I-

ヨ 1 ロ 蝣・I *Z- 諸 国 1 1 6

研 修 所 派 遣 研 修 7

都 市 派 遣 研 修

岡 山 市 ほ か 2 9 4
. 福 岡 市 ほ か 1 7 2

畠 崎 市 1 5 2
鹿 児 島 市 7 2

各 課 派 遣 研 修 1 1 7

熊

大

研 究 生 5

聴 講 生 1 2

エ　通信教育

研 修 名 対 象 人 員 実 施 時 期 内 容

通 信 教 育 全 職 員 8
6~ 1 2 月 教養 コ-lス、事務管理 コースほか

実施校 .…..産業能 率短期 大学
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9　選　　挙　-

(1)永久選挙人名簿登録者数　　　　　　　　　　　　　　　(昭53. 5. 22登録者数)

開票区 投 票区 投 票 所 男 女 計

1

1 碩 台 小 学 校 1,4 5 0 2,0 6 5 3.5 1 5

2 信 愛 女 学 院 幼 稚 園. 8 9 1 1,3 8 1 2,2 7 2

3 鞍 山 中 学 枚 2,6 1 1 2,4 8 7 5,0 9 8

4 黒 髪 小 学 校 1,4 9 5 1,7 5 0 3.2 4 5

5 市 立 高 校 1,3 4 2 1,7 8 8 3,1 3 0

6 弓 削 出 村 公 民 館 7 6 4 9 9 6 1,7 6 0

7 龍 田 中 央 公 民 館 2,6 9 5 2,9 8 2 5,6 7 7

8 武 蔵 小 学 校 1,1 4 5 1,2 6 5 2,4 1 0

9 桶 小 学 校 2,2 7 0 2 ,5 6 5 4,8 3 5

1 0 麻 生 田 小 学 校 2,2 1 2 2,5 2 3 4,7 3 5

l l 城 北 小 学 校 1,0 0 2 1,0 7 5 2 ,0 7 7

1 2 八 景 .水 谷 公 民 館 2,3 5 1 1,6 2 4 3,9 7 5

1 3 清 水 小 学 校 2,5 6 1 3,0 5 5 5,6 1 6

1 4 亀 井 公 民 館 1,1 8 8 1.3 9 1 2,5 7 9

1 5 高 平 台 小 学 校 2,2 5 7 2,6 2 7 4,8 8 4

1 6 銀 杏 学 園 毎 期 大 学 7 9 1 9 1 3 1,7 0 4

1 7 L京 陵 中 学 校 1,2 2 6 1,6 5 1 2,8 7 7

1 8 重 用 小 学 校 1,9 3 5 2,5 4 7 4.4 8 2

1 9 京 町 台 保 育 園 1,3 6 3 1,7 2 1 3.0 8 4

2 0 池 田 小 学 校 2,2 3 5 2,4 7 6 4,7 1 1

2 1 一 新 幼 稚 園 1,0 2 2 1.4 7 8 2,5 0 0

2 2 一 新 小 学 硬 1,4 5 4 2,0 1 0 3,4 6 4

2 3 横 手 保 育 園 8 4 8 1,0 /6 6 1,9 1 4

2 4 慶 徳 小 学 校 8 0 2 1,1 8 6 1,9 8 8

2 5 熊 本 市 役 所 1,5 8 1 2,3 9 8 3.9 7 9

2 6 白 川 小 学 校 1,2 0 1 1,7 5 0 2,9 5 1

2 7 鎮 西 高 校 1,1 2 4 1,5 4 2 2,6 6 6

2 8 大 江 4 、 学 校 2 ,1 9 4 2,5 7 3 4,7 6 7

2 9 九 . 州 学 院 1,4 2 6 1,8 4 8 3,2 7 4

3 0 託 麻 北 小 学 . 校 1,1 7 3 1,3 0 4 2,4 7 7

3 1 託 麻 東 4 、 学 硬 2,0 2 6 2,2 5 3 4,2 7 9

3 2 託 麻 西 /j、 学 校 2,7 7 2 2,9 8 2 5,7 5 4

3 3 熊本轟身体障害稀 祉センク一 9 9 5 1,0 7 0 2,0 6 5

/j、 計 5 2,4 0 2 6 2,3 4 2 1 1 4 ,7 4 4

2

4 1 五 福 小 学 校 9 4 7 1,3 2 0 2,2 6 7

4 2 荘 園 公 民 飽 1,3 8 2 1,6 9 7 3.0 7 9

4 3 祇 園 小 学 校 2 ,2 5 2 2,6 6 7 4,9 1 9

4 4 岳 林 寺 1,4 2 9 1,8 9 1 3,3 2 0

4 5 城 . 西 小 学 校 2 ,4 6 4 2 ,9 8 1 5,4 4 5

4 6 春 日 /j、 学 校 2,0 0 7 2 ,4 4 7 4,4 5 4

4 7 春 日 保 育 園 8 8 8 1,2 1 5 2 ,1 0 3

4 8 .古 町 小 学 校 1,7 7 5 2 ,4 2 6 4 ,2 0 .1

4 9 在 隊 幼 稚 園 1,8 8 2 2,3 4 1 4,2 2 3

5 0 自 坪 . . 小 学 校 1,4 4 8 1,7 0 8 3.1 5 6

5 1 池 上 小 学 .校 1,7 3 0 1,9 8 7 3.7 1 7

5 2 城 l山 小 学 校 2,0 9 9 2,5 0 1 4,6 0 0

5 3 松 尾 東 小 学 校 5 1 1 6 3 1 1,1 4 2

5 4 松 尾 西 小 学 校 5 4 1 6 3 4 1.1 7 5

5 5 松 尾 北 小 学 校 1 0 7 1 0 6 2 1 3
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開票 区 投 票区 投 票 所 男 女 計

2

5 6 小 島 小 学 痩 1,0 2 7 1 ,2 3 2 2 ,2 5 9

5 7 有 明 保 育 園 2 5 5 2 7 6 5 3 1

5 8 中 島 中 央 公 民 館 6 7 0 8 1 0 1 ,4 8 0

5 9 沖 新 漁 協 の り 倉 庫 7 3 7 8 4 5 1,5 8 2

6 0 城 南 中 学 一校 1,5 8 8 2 ,3 2 6 3 ,9 1 4

6 1 川 尻 公 会 堂 1,4 5 2 1 ,7 4 2 3ー1 9 4

6 2 力 合 小 学 校 2,5 4 4 2 ,8 8 7 5,4 3 1

6 3 日 吉 小 学 校 2,2 8 9 2 ,5 8 3 4 ,8 7 2

6 4 森 下 保 育 園 1,5 4 0 1,6 5 3 3 ,1 9 3

6 5 向 山 ‖ 小 学 校 1,7 6 4 2 ,1 4 2 3 ,9 0 6

6 6 世 安 公 民 館 1,1 2 5 1 , 3 5 0 2 ,4 7 5

6 7 本 荘 小 学 校 1,3 1 5 1,8 7 3 3 .1 8 8

6 8 春 竹 小 学 校 2 ,3 5 2 2 ,9 8 2 5 ,3 3 4

6 9 事 業 内 高 等 職 業 訓 練 校 1,3 3 1 1 ,6 2 5 2 ,9 5 6

7 0 託 麻 中 学 校 1,3 1 0 1 ,4 7 6 2 ,7 8 6

7 1 田 迎 /j、 学 校 1,6 5 3 1,8 0 2 3 ,4 5 5

7 2 御 幸 小 学 校 1,7 4 7 1 ,9 9 0 3 ,7 3 7

/j、 計 4 6 ,1 6 1 5 6 ,1 4 6 1 0 2 ,3 0 7

3

8 1 西 原 小 学 校 2,4 7 4 2 ,6 5 8 5 ,1 3 2

8 2 西 原 公 民 館 9 4 9 1 ,0 9 4 2 ,0 4 3

8 3 く る み 保 育 園 1,5 1 4 1 ,6 7 1 3 .1 8 5

8 4 託 麻 原 小 学 校 2,7 2 5 3 . 1 8 3 5 ,9 0 8

8 5 東 水 前 寺 公 民 館 1,9 4 6 2 ,5 0 2 4 ,4 4 8

8 6 帯 山 中 学 校 2,2 2 4 2 ,5 5 1 4 ,7 7 5

8 7 帯 山 公 民 館 1,6 0 7 1 ,9 5 4 3 ,5 6 1

8 8 帯 山 校 区 第 6 町 内 公 民 館 1,2 3 3 1,3 8 1 2 ,6 1 4

8 9 京 壕 .公 民 館 1,1 9 8 1 ,4 3 6 2 ,6 3 4

9 0 尾 ノ 上 /j、 学 校 2,7 3 1 3 ,0 3 8 5 ,7 6 9

9 1 尾 ノ 上 第 1 町 内 公 民 館 2 ,3 8 5 2 ,4 3 6 4 ,8 2 1

9 2 東 町 小 学 校 2 ,5 5 3 2 ,7 7 4 5 , 3 2 7

9 3 毅 木 小 学 校 2,1 3 5 2 ,3 0 6 4 ,4 4 1

9 4 秋 津 第 2 公 民 館 1,1 5 3 1 , 2 7 8 2 ,4 3 1

9 5 東 野 中 学 校 1.5 8 4 1 .7 8 6 3 ,3 7 0

9 6 の ぞ み 保 育 園 2,1 1 0 2 ,5 0 7 4 ,6 1 7

9 7 泉 ケ 丘 小 学 校 1,4 0 4 1 ,6 7 2 3 ,0 7 6

9 8 泉 ケ 丘 公 民 館 1,4 9 6 1,9 4 2 3 ,4 3 8

9 9 健 軍 小 学 校 1,5 4 9 1 ,6 2 8 3 ,1 7 7

1 0 0 湖 .東 中 学 校 1,8 8 9 2 ,2 7 2 4 ,1 6 1

1 0 1 砂 取 小 学 校 2,3 0 8 3 .0 0 0 5 ,3 0 8

1 0 2 熊 本 ろ う あ 会 由 8 4 4 1, 0 2 6 1 ,8 7 0

1 0 3 画 図 公 民 館 1,2 7 2 1 ,4 7 1 2 , 7 4 3

1 0 4 江 津 潮 団 地 第 2 集 会 ′所 1,5 9 2 1 ,8 8 2 3 ,4 7 4

1 0 5 出 水 小 学 校 1,5 0 0 2 ,0 7 6 3 ,5 7 6

1 0 6 覚 浜 寺 1,1 5 5 1.5 3 4 2 ,6 8 9

1 0 7 出 水 中 学 校 2 ,1 6 6 2 ,5 2 8 4 ,6 9 4

1 0 8 白 山 小 学 校 2 ,6 9 4 3 .2 0 3 5 ,8 9 7

1 0 9 白 山 保 育 園 7 4 1 9 7 9 1 ,7 2 0

/j、 計 5 1 , 1 3 1 5 9 .7 6 8 1 1 0 ,8 9 9

合 計 1 4 9 ,6 9 4 1 7 8 .2 5 6 3 2 7 ,9 5 0

-49-



(2)市議会議員選挙各種記録の推移

選挙 施 行 年 月 日

区 分
昭 3 4.4 .3 0 昭 3 8 . 4 . 3 0 昭 4 2 . 4 . 2 8 昭 4 6 . 4 . 2 5 昭 5 0 . 4 . 2 7

有 権 者 総 数 2 0 8 ,5 4 2 2 2 6 ,4 4 0 2 4 9 ,6 8 5 3 0 1,8 6 4 3 1 8 .1 6 9

投 票 者 数 1 6 2 ,6 5 3 1 6 5 ,7 6 3 1 8 4 ,4 7 2 2 1 9 ,8 0 8 2 2 9 ,0 7 6

投 票 率 (% ) 7 8 .0 0 7 3 .2 0 7 3 .8 8 7 2 .8 2 7 2 .0 0

立 候 補 者 数 7 9 9 6 9 9 8 9 6 8

」 サ 4 8 4 8 4 8 5 2 5 2

最 .高 得 票 数 5,5 6 7 4 ,5 2 8 3 ,6 6 4 4 ,6 6 1 5 ,6 1 8

当 選 者 最 低 得 票 数 1,7 5 9 1 ,7 3 4 1 ,9 1 6 2 ,4 3 8 2 ,7 0 0

立 候 補 者 最 高 年 齢 6 8 6 9 6 8 6 6 6 8

〝 最 低 年 齢 2 5 2 5 2 9 2 6 2 7

(3)各種選挙の投票率
(単位　%)

開 票 区
第 1 第 2 =8 3 全 体選 挙 別

参議院 議 員 通 常 選 挙 (昭 4 9 . 7. 7 ) 7 5 .8 4 7 6 .3 6 7 6 .2 1 7 6 .1 2

熊 本 市 長 選 挙 (昭 4 9 .1 2 . 1 ) 6 1 .9 2 6 1 .9 5 6 0 .6 7 6 1 .5 1

熊 本 県 知 事 選 挙 (昭 5 0 . 2一 2 ) 3 9 .1 6 3 7 .0 2 3 7 .8 3 3 8 .0 6

県 議 会 議 員 選 挙 (昭 5 0 . 4 .1 3 ) 6 8 .4 5 7 1 .5 6 6 7 .8 3 6 9 .1 9

市 議 会 議 員 選 挙 (昭5 0 . 4 .2 7 ) 7 0 .0 7 7 6 .5 4 6 9 .8 7 7 2 .0 0

衆 議 院 議 員 総 選 挙 (昭5 1 .1 2 . 5 ) 7 3 .8 2 7 3 .6 6 7 3 .7 6 7 3 .7 5

参議 院 議 員 通 常 選挙 (昭 5 2 . 7 .1 0 ) 7 2 .0 7 7 2 .4 8 7 2 .7 5 7 2 .4 2

参 議 院 議 員 補 欠 選 挙 ( 昭5 2 . 9 . 4 一) 4 2 ,6 2 4 1ー0 2 4 1ー7 9 4 1 .8 5
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(4)各種選挙党派別得票状況

党派 別

選 挙別
区 分 自 民 社 会 公 明 民 社 共 産 無 所 属 計

参 議院 議 員通 常選 挙

( 地 方 区 )

畢 数 2

{総 得 票数 1 2 4 ,5 7も 9 9 ,4 0 9 - 1 2 ,6 2 8 6 7 7 2 3 7,2 9 0

最 高 〝 7 2 ,7 5 1 9 9 4 0 9 - 1 2 ,6 2 8 4 9 7

=最低 〝 5 1 ,8 2 5 9 9 ,4 0 9 - 1 2 ,6 2 8 1 8 0

得 票 率 (狗 5 2 .5 0 4 1.8 9 - 5 .3 2 0.2 9 1 0 0

候 補 者 数 2 1 - 1 2 6

熊 本 市 長 選 挙

総得 票数 1 1 8 ,1 0 3 4 1 ,5 7 8 1 3 ,6 9 6 - 6,9 7 5 1 5 ,2 0 5 1 9 5 .5 5 7

最 高 〝 1 1 8 ,1 0 3 4 1,5 7 8 1 3,6 9 6 - 6 ,9 7 5 1 4 ,8 1 3

最庶 ′′ 1 1 8 ,1 0 3 4 1,5 7 8 1 3 ,6 9 6 - 6β 7 5 3 9 2

得 票 率 但Q . 6 0ー3 9 2 1 .2 6 7 .0 0 - 3.5 7 7.7 8 1 0 0

候 補者 数 1 1 1 - 1 2 6

熊 本 県 知 事 選 挙

総得 票準 9 8 ,9 6 0 - 2 2 ,5 6 7 1 2 1,5 2 7

最高 〝 9 8,9 6 0 - 2 25 6 7

最低 〝 9 8 ,9 6 0 - 2 2 ,5 6 7

得票 率 鰯 8 1 .4 3 - 1 8 .5 7 1 0 0

慮補 者数 1 - 1 2

県 議 会 議 員 選 挙

( 熊本 市 選 挙 区 )

定 数 1 5

総得 票 数 8 9 ,5 1 4 4 6 ,6 8 6 3 2 ,3 9 0 - l l,6 5 3 3 9 ,6 2 1 2 1 9 ,8 6 3

最高 〝 15 ,8 8 3 l l ,1 9 4 l l,0 0 4 - l l,6 5 3 9 ,5 6 5

最低 ;, 1 0,0 1 8 8 ,7 5 9 1 0,5 1 7 - l l,6 5 3 9 ,5 6 5

得票 率 (殉l 4 0 .7 1 2 1 .2 4 1 4 .7 3 - 5.3 0 1 8.0 2 1 0 0

候 補 者 数 7 5 3 - 1 7 2 3

市 議 会 議 員 選 挙

定 数 5 2

総 得 票 数 5 4 ,1 6 4 4 3,5 8 7 2 9,6 8 7 - 9,8 0 7 8 9 ,9 4 6 2 2 7,1 9 3

最 高 〝 4.7 4 9 4 ,3 9 4 3,5 4 5 - 2β2 1 5,6 1 8

最 低 〝 2,7 6 8 2,7 0 0 3,0 8 5 - 2β2 7 2,7 0 5

得 票 率 但勾 2 3 .8 4 1 9 .1 8 1 3 .0 7 - 4 3 2 3 9 .5 9 1 0 0

候 補 者 数 14 1 3 9 - 4 2 8 6 8

衆議 院議 員 総選 挙

( 熊 本県 第 1 区 )

定 数 5

総 得 票 数 1 3 9 .9 6 2 4 2 ,4 9 5 4 4 ,8 1 1 - 1 8 .2 2 9 2 4 5,4 9 7

最 高 〝 4 0,6 8 1 4 2.4 9 5 4 4 ,8 1 1 - 1 8 .2 2 9

最 低 〝 2 9,1 4 1 4 2 ,4 9 5 4 4 ,8 1 1 - 1 8 .2 2 9

得 票 率 酔勾 5 7ー0 1 1 7.3 1 1 8 .2 5 - 7 .4 3 1 0 0

候 補 者 数 4 1 1 - 1 7

醜 通 常選挙

(地 方 区 )

定数 2

. 総得票 数 1 4 5 ,2 3 7 8 3 ,3 9 8 - 9 ,7 5 6 2 3 8 ,3 9 1

最 高 〝 7 7 ,5 5 7 8 3 ,3 9 8 - 9 ,7 5 6

最 低 〝 6 7 ,6 8 0 8 3 ,3 9 8 - 9 ,7 5 6

得 票 率 鰯 60ー9 3 3 4 .9 8 - 4 .0 9 1 0 0

候 補 者 数 2 1 - - 1 4

参議 完 酢 捕 次選 挙

( 地 方 区 )

欠負 l

総 得 票 数 6 1,5 4 9 7 3 2 7 5 - 5,6 7 5 9 6 5 1 4 1,4 6 4

最 高 〝 6 1,5 4 9 7 3 ,2 7 5 - 5 ,6 7 5 9 6 5

最 低 〝 6 1,5 4 9 7 3 ,2 7 5 I 5,6 7 5 9 6 5

得 票 率 ¢勾 4 3 .5 1 5 1.8 0 - 4 .0 1 0 .6 8 1 0 0

候 補 者 数 1 1 - - 1 1 4

(注)　o県、市議選の最低得票数は当選者分を示す

o国会議員の選挙については、熊本市の投票結果を記載

o按分による小数点以下の得票数は省略
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10　名　誉　市　民

故徳富蘇峰氏(昭和3 0年表彰)

文久3年1月生まれ。近世日本の先覚者としてー　また、すぐれた思想家であった。

熊本在住中は大江義塾の創始者として子弟の教育に専念し、その啓蒙的影響が大であった。

95歳で死去

故高橋守雄氏(昭和3 0年表彰)

明治1 6年1月生まれ。第7代市長として、 3大事業などを完遂(二十三聯隊の移転、市電_上水道の開

設その他)熊本市の近代化　発展繁栄につくし_　また、教育者として、郷土教育の振興育成に活躍した。

73歳で死去

故和川護立氏(昭和3 5年表彰)

明治1 6年1 0月生まれ。細川家1 6代当主_　有斐学舎の舎長、また、肥後奨学会の総裁に就任.多鶴の

奨学金を出資し学徒の育成援護につくしたO　さらに国の文化財保護委員会委員として、本市の重要文化財、

史跡名勝などの保存活用に貢献した。

87歳で死去

故福田令寿氏(昭和3 5年表彰)

明治6年1月生まれo　医師開業のかたわら、五高.医専などで教鞭をとり、子弟の教育に専念のほか、社

会文化ー社会福祉関係の諸要職を歴任した。特に県の文化功労者にえらはれたほか、かずかずの叙勲t　受賞

にかがやきー郷土の社会文化.福祉の向上発展につくした功線は大きもヽ

1 00歳で死去

故宇野哲人氏(昭和4 4年表彰)

明治8年1 1月生まれo　東京帝国大学で漢学、中国哲学の教授.名誉教授としてのすぐれた業績は、郷士

熊本の文運の興隆に_　多くの影響をあたえた。また、現在わが国にかける漢学朗係の学究者でt　直接.間接

に氏の薫陶t影響を受けないものはないといっても過言ではない。

97歳で死去

堅山南風氏(昭和44年表彰)

明治2 0年9月生まれ。横山大観画伯などに師事_　日本画に精進Lt　その多くの作品のうえに肥後の郷土

色のにじみ出た芸術の香りがよく生かされている。

氏のすぐれた業績lL現在、大観画伯なき後の日本画壇の第一人者といわれ、また、郷土文化の進展に大

きく貢献している。

mE廻SEM
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(2)予算総括表 (単位　千円)

年 度
5 3 . 年 度 5 2 年 度 予 .算 比 戟

伸 率

(由 - Cb)

会 計 別 当 初 予 算 くわ 当 初 予 算 (功 現 計 予 算
(心 l (団

(団

一 般 会 計 5 9,6 6 0,0 0 0

%

49 .6 5 0,0 4 仇0 0 0

%

4 9.0 6 2,0 1 3,2 6 8

%

5 3.7 9,6 2 0,0 0 0

%

1 9.2

特 別 重 計 4 5,4 2 2,9 0 0 3 7.7 3 8,5 4 3,8 9 1 3 7.7 4 0,0 0 8,0 2 2 3 t b 6,8 7 9,0 0 9 1 7.8

国 民 健 康 保 険 会 計 1 4,0 6 8,8 4 4 l l.7 川 7 2 1,3 7 5 1 0.5 l l,3 7 2,8 7 0 9.8 3,3 4 7,4 6 9 3 1.2

住 宅 改 修 資 金 貸 付

事 業 会 計
4 7,6 2 2 0 1 2 3,7 5 4 0.1 5 8,3 6 2 0.1 △ 7 6,0 9 2 △i U

老 人 居 室 整 備 資 金

貸 付 事 業 会 計
6 7,2 6 3 0.1 5 6,6 0 7 0 6 1,4 6 5 0.1 1 0.6 5 b 18.8

交 通 災 害 共 済 事 業 会 計 8 3,2 3 5 0ー1 6 9,0 3 0 0.1 7 5,5 0 7 0.1 1 4,2 0 5 2 0.6

食 肉 セ ン タ ー 会 計 1 8 9,9 1 3 0.2 1 5 6,2 1 6 0.2 1 8 2,9 1 6 0.2 3 3,6 9 7 2 1.6

農 業 共 済 事 業 会 計 2 7 6,0 6 1 0.2 2 3 9,5 8 7 什2 2 1 4,4 0 7 0.2 3 6,4 7 4 1 5.2

産 業 振 興 資 金 会 計 1,8 0 5,2 0 0 1.5 1,5 7 5,0 9 8 1.5 1,5 7 5,0 9 8 1.4 2 3 0.1 0 2 1 4 .6

中 小 企 業 勤 労 者

福 祉 共 済 事 業 会 計 2 6,3 2 1 0 2 6,2 9 6 0 2 6,0 5 6 0 2 5 0 .1

派 要 害讃 担 地 造 成 事 業会 計 1,5 2 8,2 5 4 1.3 1,5 1 4,3 9 9 1.5 3 6,0 6 9 0 1 3.8 5 5 0.9

競 輪 事 業 会 計 2 0,2 5 2,7 4 6 16.8 19,1 5 1,1 2 7 1 8.7 1 9,5 3 3,0 4 5 1 6.9 1,1 0 1,6 1 9 5.8

熊 本 城 会 計 3 0 8,7 5 8 0.3 2 7 8,1 0 8 0.3 3 0 4,1 5 5 0.3 3 0,6 5 0 1 川

都 市 開 発 資 金 会 計 4 9 2,2 1 5 0.4 3 6,7 5 0 0 5 8 7,7 2 1 什4 4 5 5,4 6 5 1,2 3 9ー4

東 部 第 一 土 地 区 画

整 理 事 業 会 計 2 9 4,6 7 8 0.2 3 1 1,1 2 7 0.3 3 1 7,9 3 8 0 .3 △ 16,4 9 9 蝣̂ 5 3

東 部 第 ～ 土 地 区 画

整 理 清 算 会 計
2 8,6 8 8 0 9,0 7 1 0 9,0 7 1 0 1 9,6 17 2 1 6.3

復 興 土 地 区 画 整 理

清 算 会 計
4 0,9 5 7 0 5 1,0 4 3 0.1 4 4,2 4 2 0 △ 10,0 8 6 △ 1 9.8

公 共 下 水 道 事 業 会 計 5,4 8 2,0 5 2 4.6 3,8 5 5,5 2 7 3.8 5,2 1 6,5 3 3 4.5 1,6 2 6,5 2 5 4 2.2

水 洗 便 所 改 造 資 金

貸 付 事 業 会 計
3 7 9,6 1 8 0.3 3 6 8.7 7 6 0.4 2 8 4,4 2 7 0 .2 1 0,8 4 2 2.9

住 1宅 新 築 資 金 貸 付

R +
5 0,4 3 5 0 1 0 8,1 4 0 0 .1 5 0,4 3 5 -

一 般 . 特 別 会 計 合 計 1 0 5,0 8 2,9 0 0 873 8 8,5 8 3,8 9 1 8 6.7 1 0 2,0 2 1,2 9 0 8 8 .3 1 6,4 9 9,0 0 9 1 8.6

企 業 会 計 1 5,2 3 7,8 9 3 1 2.7 1 3,5 3 6,8 0 5 1 33 13,4 8 6,9 7 8 l l.7 1,7 0 1,0 8 8 1 1 6

産 院 会 計 3 4 1,5 8 3 0.3 3 0 6,5 7 9 0.3 3 3 0,1 8 2 0.3 3 5,0 0 4 l l.4

市 民 病 院 会 計 3,3 9 1,7 3 9 2.8 2,7 7 4,1 8 5 2.7 1,8 2 7,5 7 8 1.6 6 17,5 5 4 2 2+3

水 道 事 業 会 計 6,5 9 3,8 7 5 5 -5 5,8 6 7,1 3 5 5.8 5,9 7 6,4 0 2 5.2 7 2 6,7 4 0 1 2.4

交 通 事 業 会 計 4,9 10,6 9 6 4.1 4,5 8 8,9 0 6 4.5 5,3 5 2,8 1 6 4.6 3 2 1,7 9 0 7.0

総 妻計 1 2 0,3 2 0,7 9 3 = 川 1 0 2,1 2 0,6 9 6 1 0 0 1 1 5,5 0 8,2 6 8 1 0 0 18,2 0 0,0 9 7 1 7、8

-54一



(3)一般会計性質別財源充当状況
(単位　千円)

区 分

性 質 別

5 3 年 度 当 初 予 算 5 2 年 度 当 初 予 算

特 定 財 源 一 般 財 源 特 定 財 源 一 般 財 源

予 算 額 棉

成

也

金 額

構

成

也

金 額

棉

成

也

予 算 額 構

成

也

& 」

棉

成

也

金 額

棉

成

也

1 人 件 費 1 7,0 4 5,4 5 2

%

2 8.6 1,1 9 0,3 9 1

%

4.5 1 5,8 5 5,0 6 1

%

4 7.8 1 5,0 8 4,0 1 3

%

3 0.1 1,0 5 7,9 4 9

%

4.8 1 4,0 2 6,0 6 4

%

5 0.1

2 物 件 費 3,3 9 5,7 1 1 5.7 7 1 5,2 3 5 2.7 2,6 8 0,4 7 7 8.1 2,9 4 9,8 3 7 5.9 6 44 3 0 8 2 .9 2,3 0 5,5 2 9 8.2

3 維 持 補 修 費 9 0 8,3 4 1 1.5 1 3 1 7 6 5 0,5 7 7 4,5 7 6 2 .3 7 5 1,4 5 5 1.5 1 0 3,0 9 1 0.5 6 4 8,3 6 4 2.3

4 扶 助 費 1 2,6 7 4,4 4 2 2 1.2 1 0,3 6 5,5 7 4 3 9.1 2,3 0 8,8 6 8 7,0 l l,0 2 2,5 8 2 2 2D 9,0 2 5,7 0 3 4 1.0 1,9 9 6,8 7 9 7.1

5 補 助 .費 等 1,8 0 0,月3 3 3.0 1 5 1,6 3 3 0▼6 1,6 4 9,3 0 0 5.0 1,3 14,7 8 9 2.6 1 3 1,8 1 8 0.6 1,1 8 2,9 7 1 4.2

並 通
6 品 設 事 業 1 7,2 1 2,7 2 7 2 8.9 1 2,2 0 6,9 6 5 4 6.1 5,0 0 5,7 6 2 1 5.1 1 3,3 6 7,2 9 1 2 6.7 9,5 2 0,8 3 5 4 31 3,8 4 6,4 5 6 1 3.7

補 助 事 業 l l,6 0 4,9 5 1 1 9.5 1 0,4 6 3.7 0 5 3 9.5 1,1 4 1,2 4 6 3 .4 8,5 3 6,5 4 7 1 7.1 7,6 1 3,6 7 9 3 4 .6 9 2 2,8 6 8 3.3

単 独 事 業 5,6 0 7,7 7 6 9.4 1,7 4 3,2 6 0 6.6 3,8 6 4,5 1 6 1.7 4,8 3 0,7 4 4 9.6 1,9 0 7,1 5 6 8.6 2,9 2 3,5 8 8 1 0.4

7 豊 害 復 呈
4 1,3 8 3 0.1 4 0,7 8 0 0.2 6 0 3 0 4 0,7 2 5 0.1 3 9,7 7 8 0.2 9 4 7 0

8 失 対 事 業 1,3 4 5,8 2 8 2.2 5 5 7,9 6 9 2.1 7 8 7,8 5 9 2 .4 1,3 1 0,0 3 1 2.6 5 1 5,0 5 4 2.3 7 9 4,9 7 7 2.9

9 公 債 費 2,3 2 1,8 9 5 3.9 4 5 7,2 3 2 1.7 1,8 64,6 6 3 5.6 1,7 9 7,8 8 1 3.6 2 5 8,2 8 6 1.2 1,5 3 9,5 9 5 5.5

1 0 積 立 金 2 9 0,1 0 4 0.5 2 9 0,1 0 4 1.1 9 1,1 5 7 0.2 9 1,1 5 7 0.4

1 1 雷 撃 芸
5 7, 1 1 3 0.1 5 7,1 1 3 0.2 3 0,4 8 7 0.1 3 0,4 8 7 0.1

1 2 ff 付 金 4 2 2,4 8 1 0.7 3 3 0,5 7 8 1.2 9 1,9 0 3 0 .3 5 3 8,1 0 0 1.1 5 2 8,2 8 5 2.4 9,8 1 5 0

1 3 線 出 金 2,0 8 3,5 9 0 3.5 62,1 8 3 0.2 2,0 2 1,4 0 7 b .O 1,6 9 1,6 5 2 3.4 1 0 1,9 0 3 0.5 1,5 8 9,7 4 9 5.7

1 4 予 備 費 6 0,0 0 0 0.1 6 0,0 0 0 0 .2 5 0,0 0 0 0.1 5 0,0 0 0 0.2

合 計 5 9,6 6 0,0 0 0 1 0 0 2 6,5 0 2,4 0 8 1 0 0 3 3,1 5 7,5 9 2 1 0 0 5 0,0 4 0,0 0 0 l l川 22,0 1 8,1 6 7 1 0 0 2 8,0 2 1,8 3 3 1 0 0
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(4)一般会計決算の推移
(歳入)

区 分

款 壷哀

金 額 ( 千 円 ) 構 成 比 幽

4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

1 市 税 13,7 8 7,1 6 4 1 5,4 42,2 6 8 1 8,5 8 2,5 1 4 2 2,8 6 1,0 4 3 2 2,0 3 0,1 4 4 3 2 .3 3 4.2 3 5 .2 3 5、9 3 6.9

2 地 方 譲 与 税 1 9 0,4 6 3 2 14,2 4 5 4 0 0,2 3 1 4 5 4,7 9 0 4 0 1,0 0 0 0.4 0.5 0 .8 0.7 0.7

3 自 動 車 取 得 税 交 付 金 2 2 2,2 6 3 2 7 0,1 1 3 3 0 3,3 7 3 3 6 7,1 3 5 3 0 0,0 0 0 0.5 0 .6 0 .6 0.6 0.5

4 胃 硯 等 震 欝 窒
2,4 3 4 2,9 2 6 2,9 2 6 1 2 1 7 1,0 0 0 0 0 0 0 0

5 地 方 交 付 税 6,7 0 6,4 4 5 6,4 6 7,5 8 3 7,8 1 4,9 8 9 7,6 2 7,3 5 2 7,0 0 0,0 0 0 1 5.7 1 13 1 4、8 1 2.0 l l.7

6 憲 甥 り撃 青 雲
1 0 3.1 5 6 1 18,6 3 0 1 1 9,2 1 2 1 6 3,8 5 6 1 5 0,0 0 0 0.2 0 .2 0 .2 0.3 0.3

7 分 趣 金 及 び 負 担 金 3 3 7,7 0 6 3 6 5,3 0 6 4 0 0,6 9 5 4 7 0,0 1 4 4 7 5,5 8 9 0 .7 0 .8 0 .8 0.7 0.8

8 使 用 料 及 び 手 数 料 6 4 5,8 9 5 7 0 0,1 9 3 8 6 2,0 8 1 1,1 3 7,0 0 0 1,1 4 2,2 10 1.7 1.5 .6 1.8 1.9

9 国 庫 支 出 金 9,3 5 4,2 1 2 1 0,5 8 0,5 0 0 1 2,3 5 2,3 1 4 1 4,7 4 5,2 1 5 1 4,4 4 1,7 5 4 2 1.9 2 3.4 23 .4 2 3.2 2 4.2

1 0 県 支 出 金 1,0 2 2,6 0 0 1,2 6 2,4 0 5 1,6 3 2,3 5 9 1,8 2 1,1 3 4 1,5 4 2,5 5 0 2.7 2.8 3 .1 2.9 2.6

1 1 財 産 収 入 3 8 4,9 0 5 7 9 1,7 8 2 7 1 5,8 9 9 4 89,1 0 9 4 4 2,6 0 1 0.g 1.8 1.4 0.8 0l8

1 2 寄 付 金 1 6,2 7 5 l l,5 2 7 4,5 1 5 l l,3 4 4 3,2 0 1 0 0 0 0 0

1 3 繰 入 金 3 7,5 1 1 3 5,8 2 9 5 7,8 2 4 4 8,2 2 0 1 7,6軍8 0 0.1 0 .1 0 0

1 4 繰 越 金 2,5 1 5,6 3 5 3,3 3 7,9 3 4 2,8 2 7,6 9 1 1,8 5 1,2 9 0 5 0 0,0 0 0 6.1 7.4 5.4 2.9 0.8

1 5 諸 収 入 3,9 8 3,5 3 0 2,8 0 8,7 5 3 2,8 5 0,9 1 8 3,4 3 8,1 6 7 3,2 2 2,9 2 3 l l.7 6.2 5,4 5.4 5.4

1 6 市 債 1,9 9 1,0 0 0 2,7 8 6,4 0 0 3,7 9 0,6 0 0 8,1 3 6,8 0 0 7,9 8 9,4 0 0 5.2 6 .2 7.2 1 2.8 13.4

合 計 4 1,3 0 1,1 9 3 4 5,1 9 6,3 9 4 5 2,7 1 8,1 4 1 6 3,6 2 5,6 8 6 5 9,6 6 0,0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

区 分

・I ">

金 額 ( 千 円 ) 構 成 比 鰯

4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

1 議 会 費 3 5 1,9 0 3 3 7 8,6 5 6 4 8 9,0 1 0 5 3 0,7 2 4 5 0 6,1 8 9 0 .9 0.9 1.0 0.9 0.8

2 総 務 費 4,3 1 2,0 7 0 5,1 5 8,3 9 1 6,8 6 1,6 8 1 8,1 4 4,9 7 7 6,2 5 2,9 2 6 9.0 ]・)蝣> 1 3.5 1 3.2 10.5

3 民 生 費 1 0,0 3 5,9 7 9 1 0,8 7 3,1 6 4 1 2,3 3 7,4 8 6 1 4,3 5 1,8 2 3 14,4 0 4,9 5 6 2 5ー6 2 51 2 4 .3 2 3.2 2 4.1

4 衛 生 費 1 4 6 7,8 6 6 3,7 4 1,3 9 5 4,0 4 3,1 13 5,8 4 8,7 8 3 6,6 3 9,9 7 3 9.3 8,8 7.9 9.5 1 1ー1

5 労 働 費 1,0 6 0,4 0 9 1,19 3,2 5 8 1,2 8 1,2 9 7 1,3 5 3,2 3 1 1,3 4 5,8 2 8 2.8 2.8 2.5 2.2 2.3

6 農 林 水 産 業 費 9 6 1,6 5 6 1,1 8 8.4 7 1 1,4 5 0,9 4 3 1,5 0 3,0 7 7 1,5 8 1,7 7 4 2.9 2 .8 2.9 2.4 2.7

7 商 工 費 8 7 5,9 7 0 8 9 7,8 1 2 8 8 4,7 9 2 9 6 0,1 4 3 1▼3 9 4,0 7 8 3.7 2.1 1.7 1.6 2.3

8 土 木 費 6,9 8 7,0 4 9 8,0 8 3,6 2 0 8,9 7 1,9 6 6 1 0,6 5 9,1 6 3 10,0 9 0,1 5 3 2 u 8 1 9.1 1 7.6 17.3 16.9

9 消 防 費 1,6 2 7,2 5 0 1,8 3 5,8 9 6 1,9 1 1,3 1 0 2,3 2 5,4 5 4 2,2 5 7,2 9 3 4.0 4 .3 3 .8 3.8 3.8

1 0 教 育 費 5,5 7 6,6 7 6 5,6 7 4,7 2 8 8,1 3 3,9 0 9 l l,0 3 2,6 1 5 1 0,7 9 1,7 7 0 1 6.4 13.4 1 6.0 1 7.9 18.1

1 1 1災 害 復 旧 費 2 3 4,1 4 7 1 1 1,3 6 4 10 8,2 2 7 1 2 5,2 6 9 4 0,8 5 9 0.5 0.3 0 .2 0.2 0.1

1 2 公 債 費 1,0 3 5,6 9 0 1,2 3 8,1 2 7 1,5 3 5,57 4 1,8 5 9,4 6 3 2,3 4 1,14 2 2 .7 2.9 3.0 3.0 3.9

1 3 諸 支 出 金 1,4 6 0,8 9 2 1,9 9 3,8 2 1 2,8 5 7,5 4 3 2,9 5 5,′5 6 0 1,9 5 3,0 5 9 0ー5 4 .7

1 0 0

5.6

1 0 0

4.8

1 0 0

3.3

1 4 予 備 費 0 0 0 0 6 0,0 0 0 - 0.1

合 計 3 7,9 8 7,5 5 7 4 2,3 6 8,7 0 3 5 0,8 6 6,8 5 1 6 1,6 50,2 8 2 5 9,6 6 0,0 0 0 1 0 0 1 0 0

(荏)　5 2年度は決算見込魚、 5 3年度は当初予算額を示す
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12　市　　税

(1)市税の税率及び納期

税 目 税 率 納 期 限

市

氏

秩

個

人

均 等 割 1 , 2 0 0 円

1 期 6 / 1 ~ 6 / 3 0

2 期 8 / 1 ~ 8 / 3 1

3 期 1 0 / 1 ~ 1 1 / 1

4 期 1 / 1 ~ 1 / 3 1

0 「 般 的 を 申 告納 付 期 限 各 事 業 年 度 終 了

の 日か ら 2 カ月以 内 、但 し、税 務 署 長 の

所 得 割

課税 所 得 金 額 税 率

3 0 万 円以 下 2 %

3 0 万 円 患 3 %

5 0 万 円 〝 4 %

8 0 万 円 〝 5 %

1 1 0 万 円 〝 6 %

1 5 0 万 円 〝 7 %

2 5 0 万 円 〝 8 %

4 0 0 万 円 〝 9 %

6 0 0 万 円 〝 1 0 %

1 ,0 0 0 万 円 〝 1 1 %

2 ,0 0 0 万 円 〝 1 2 %

3 ,0 0 0 万 円 〝 1 3 %

5 ,0 0 0 万 円 〝 1 4 %

法

¥

均 等 割

1 資本 の 金額 又 は 出資 金 教 が 5 0 億 円 を 超 え る法

人 で熊 本 市 内 に有 す る事 務 所 、 事 業所 又 は 寮等 の

従 業 者 の数 の合 計 数 が 1 0 0 人 を超 え る もの

年 窺 1,0 0 0 ,0 0 0 円

2 資本 の 金額 又 は 出資 金散 が 1 0 億 円 を 超 え 5 0

承 認 を受 け た もの は 3 カ月以 内

q 人 格 の な い 社 団等 で収 益 事業 を 行 わ な い

億 円以 下 で あ る法 人 で従 業 者 数 の 合計 数 が 1 0 0 もの 公 共法 人 ' 公益 法 人 で均 等 割 の み

人 を超 え る も の 年 叡 5 6 0 ,0 0 0 円 を 課 され る もの

3 資本 の金 額 又 は 出資 金額 が 1 0 億 円 を 超 え る法

人 で、 従 業 者 数 の合 計 数 が 1 0 0人 以 下 であ る も

の 及 び 資本 の 金夜 叉 は 出資 金額 が 1億 円 を 超 え 10

億 円以 下 で あ る法 人 で従 業 者 数 の 合 計 数 か 1 0 0

人 を超 え る もの 年 簸 1 3 4,0 0 0 円

4 資 本 の 金魚 又 は 出資 金 敬 が 1 億 円 を 超 え 1 0 億

円以 下 で あ る法 人 で従 業 者 数 の 合 計数 が 1 0 0 人

以 下 で あ る もの及 び資 本 の金 魚 又 は 出資 金 額が 千

万 円 を超 え 1 億 円以 下 で あ る法 人

年 額 4 0,0 0 0 円

5 前各 号 に掲 げ る法 人 以 外 の法 人 等

年 額 1 3,0 0 0 円

4 月 3 0 日

市 民 税 と同 じ

法 人 税 別
1 4 5

1 0 0

県

氏

ft

価

人

均 等 剖 3 0 0 H

所 得 劃

課税 所 得 金魚 税 率

1 5 0 万 円以 下 2 %

1 5 0 万 円 起 4 %

固 定 資 産 税 1.4

1 期 4 / 1 - 4 / 3 0

2 期 7 / l ~ 7 / 3 1

1 0 0 3 期 9 / 1 ~ 9 / 3 0

4 期 1 2 / 1 ~ 1 2 / 3 1

都 市 計 画 税
0. 2

1 0 0
固 定 資 産 税 と同 じ

.車 自 動 車 税

1 原 動 機 付 自転 車

U ) 総 排 気 量 が 5 0 c c 以 下 6 5 0 円

(4 ) 〝 9 0 c c " 1,0 0 0 円

(9 ) 〝 1 2 5 c c 〝 1,3 0 0 円

2 奄 自動 車

O ,二 鳥 の もの ( 個 車 付 を含 む 2,0 0 0 円

(4 )三 輪 の も の ( 2 ,0 0 0円 2,6 0 0 円
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IS 目 税 率 柄. 期 限

鯛 用のもの{票 A言霊 O pR )O OP3) 冒,2,9 鵠

鰯 用のもの {芸宗 2,9 0 03,3 0 0呂

鞘雪上車 2,0 0 0円
3 小型特殊自動車
の 農耕作業用自動車 1,3 0 0円
的 刈聴脱穀作業自動車 1,3 0 0円
(9) その他のもの 3,9 0 0円

4 二輪の小型自動車
総排気量が 2 5 0 c c 超 3,3 0 0円

(注) ( ) の金額は電気軽自動車等に適
房される税率

5 / l~ 5 / 3 1

市たばこ消費税 1 8.1 %
小売人叉は直接消費者に売り渡した月の
翌月末日まで

鬼 気 税 5 % 毎月 2 5 日

ガ ス 税 2% 毎月 2 5 日

木 材 引 取 税

( 1立方メI トル当たり)

1 す ぎ 9 7円
2 ひのき 1 1 9円
3 ま つ 7 6円
4 広葉樹 9 0円
5 けやき及びまかま .広葉樹の1.3倍
6 内地産のくす、なら、ほほ、えんじゆ、く

わ、しほじ、やちだも、くるみ (さわくるみ
を含む) 、けんほう、なし及ぴくり

以上広葉樹の1.2倍
7 内地産のかし類 (あかかし、あらかし、し
らかし、うはめかし及びいちがし)

広葉樹の1.1倍
8 ぷな及びしい 広葉樹の0.6倍
9 針葉樹の/てルプ用材及び抗木

1.2.3 の0.6倍
10 広葉樹のパルプ用杜及び抗木

広葉樹の0.5倍

毎月 7日

商品券発行税 商品券発行額の2 % 毎月1 0 日から末日

糊 u土地保有税

二地 の所有に対して課するもの 了鶉 l 土地の所有に係るもの(保有分 ) 5月末日

土地卿 こ対して課するもの T 缶 土地の敢得に係るもの(散開分) 8月末日

2月末日

事 業 所 税

1 既設分 既設分
の 資産別 事緋 面積 1m2につき 法人- 各事業年度終了の日から2カ月以内

年3 0 0 円

U ) 従業謝 従業静 職 の 昔詣

2 新設分

個人 - その年の翌年 3 月.1 5 日

新設分

新噴受事業所床面積 1m2につき5,0 0 0円 新増築した日から1月以内
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(2)納税義務者の推移

税 目 年 度
4 8 4 9 5 0 5 1 5 2

請

氏

税

個

人

並
日 均 等 割 のみ 2 0,2 5 9 1 7 ,7 4 0 1 5 ,5 9 6 7 ,3 4 1 6 ,7 4 0

過 所 得 割 のみ 5,3 2 1 7 ,1 7 5 4 ,8 8 8 5 ,8 6 5 6 ,9 6 4

敬 完全 納税 者 2 2,2 0 4 2 1 ,9 6 6 2 1 ,1 7 1 2 4 ,3 3 9 2 8 ,2 2 2

収 計 4 7,7 8 4 4 6 ,8 8 1 4 1 ,6 5 5 3 7 ,5 4 5 4 1,9 2 6

特 均 等 割 のみ l l,6 8 7 1 0 ,5 4 1 9 ,4 6 2 4 ,6 7 0 3 ,3 6 8

刺 ^ (# 割 の l l,6 9 6 1 2 ,6 8 1 l l ,7 3 8 1 2 ,8 2 2 1 4 ,0 9 6

敬 完 全 納 税者 8 7,5 7 7 9 2 ,1 1 2 9 3 ,4 9 0 9 6 ,8 8 7 9 8 ,5 1 1

収 計 1 1 0,9 6 0 1 1 5 ,3 3 4 1 1 4 ,6 9 0 1 1 4 ,3 7 9 1 1 5 ,9 7 5

′」、 計 1 5 8,7 4 4 1 6 2 ,2 1 5 1 5 6 ,3 4 5 1 5 1 ,9 2 4 1 5 7 ,9 0 1

法 人 調 定 件 数 l l,5 5 6 1 2 ,8 9 7 1 3 ,0 0 6 1 3 ,6 4 8 1 4 ,3 2 2

画 賛 土 地 及 び 家 屋 8 6,4 6 8 8 9 ,1 7 6 9 3 ,9 3 7 9 6 ,4 8 0 1 0 2 ,6 9 9

産

定 税

償 却 資 産 ( 1,6 8 9 ) ( 1 ,8 3 7 ) ( 1 ,9 9 7 ) ( 2 ,1 0 5 ) ( 2 ,1 8 8 )

小 計 8 6,4 6 8 8 9 ,1 7 6 9 3 ,9 3 7 9 6 ,4 8 0 1 0 2 ,6 9 9

餐 .自 動 車 税 7 1,5 4 7 7 1 ,2 6 4 7 0 ,8 5 2 6 9 ,7 6 1 6 9 ,3 5 9

合 計 3 2 8,3 1 5 3 3 5 ,5 5 2 3 3 4 ,1 4 0 3 3 1 ,8 1 3 3 4 4 ,2 8 1

対 前 年
増 加 数 4,0 0 2 7 ,2 3 7 △ 1,4 1 2 ∠ゝ 2 ,3 2 7 1 2 ,4 3 6

伸 長 率 的 1 0 1 1 0 2 9 9 .6 9 9 .3 1 0 4

(荏)　償却資産に係る( )は土地及び家屋に含む

(3)市税収入状況
(単位千円)

年 度

税 目

5 1 5 2

調 定 額 収 入 額 収 入 率 鰯 調 定 額 収 入 額 収 入 率 鮒

請 個 人 分

曹 通 徴 収 2 ,1 9 4,6 1 7 2 ,1 0 5,2 9 5 9 5 .9 2 ,5 1 3 ,3 0 0 2 ,4 1 0,2 5 0 9 5 .9

特 別 徴 収 4 ,4 7 2 ,6 8 8 4 ,4 5 6,8 6 8 9 9 .7 5 ,5 3 6 ,4 6 0 5,5 1 9 ,8 4 0 9 9 .7

氏

税

計 6 ,6 6 7 ,3 0 5 6 ,5 6 2,1 6 3 9 8 .5 8,0 4 9 ,7 6 0 7 ,9 3 0 ,0 9 0 9 8 .5

法 人 分 3 ,0 8 0 ,7 0 6 3 ,0 4 1,0 3 7 9 8 .7 4 ,1 9 8 ,5 9 0 3,6 3 0 ,7 6 0 8 6.5

小 計 9 ,7 4 4 ,8 9 1 9 ,6 0 3,2 0 0 9 8 .5 1 2,2 4 8 ,3 5 0 l l,5 6 0 ,8 5 0 9 4 .4

固 資

産

税

固 定 資 産 5 ,4 5 4 ,3 8 7 5 ,3 5 4,7 9 8 9 8 .2 6,3 8 3 ,7 7 0 6 ,2 6 8 ,8 5 0 9 8 .2

交 付 金 . 納 付 金 2 6 1,6 4 2 2 6 1,6 4 2 1 0 0 3 0 7 ,3 1 4 3 0 7 ,3 1 4 1 0 0

小 計 5 ,7 1 6 ,Q 2 9 5 ,6 1 6,4 4 0 9 8 .3 6 ,6 9 1 ,0 8 4 6,5 7 6,1 6 4 9 8 .3

餐 原 動 機 付 自 転 車 3 0 ,7 4 4 3 0 ,1 9 2 9 7 .3 3 1 ,5 4 0 3 1,0 9 0 9 8 .6

自

動

車

税

軽 自 動 車 1 4 4 ,1 0 6 1 4 2,2 5 9 9 9 .0 1 3 2 ,1 1 0 1 3 0,2 6 0 9 8 .6

二 輪 小 型 車 3 ,8 5 9 3,7 9 0 9 4 .9 4 ,0 0 0 3,9 4 0 9 8 .5

小 計 1 7 8 ,6 6 3 1 7 6,2 4 1 9 8 .6 1 6 7 ,6 5 0 1 6 5 ,2 9 0 9 8 .6

た ば こ 消 費 . 税 1,0 7 8 ,0 7 5 1,0 7 8,0 7 5 1 0 0 1,6 6 1,2 6 1 1,6 6 1,2 6 1 1 0 0

= ガ 電 気 6 7 4 ,8 1 8 6 7 4,8 1 8 1 0 0 8 1 6 ,1 2 1 8 1 6 ,1 2 1 1 0 0

ス

気 税

ガ ス 5 3 ,4 0 4 5 3 ,4 0 4 1 0 0 4 1 ,8 1 3 4 1,8 1 3 1 0 0

′j、 計 7 2 8 ,2 2 2 7 2 8,2 2 2 1 0 0 8 5 7,9 3 4 8 5 7 ,9 3 4 1 0 0

木 材 引 取 税 1 2 6 1 2 6 1 0 0 0 0 0

特 別 土 地 保 有 税 1 5 9 ,4 3 4 1 5 5,1 4 5 9 7 ー3 1 9 1 ,9 0 0 1 8 6 ,7 1 0 9 7 ,3

商 品 券 発 行 税 3 7 ,4 2 6 3 7,2 7 2 9 9 .6 4 3 β 3 8 4 3 ,2 3 8 1 0 0

事 業 所 税 1 2 4 ,6 9 2 1 2 1,5 7 6 9 7 .5 6 1 5 ,5 9 0 6 0 0 :2 0 0 9 7 .5

都 市 計 画 税 9 4 4 ,6 6 8 9 2 7,3 7 4 9 8 .2 1,1 0 6 ,6 3 0 1,0 8 6 ,7 1 0 9 8 .2

旧 法 税 収 入 4 0 0 4 0 0

合 計 1 8 ,7 1 2 ,2 2 6 1 8 ,4 4 3,6 7 0 9 8 .6 2 3,5 8 3 ,6 3 7 2 2,7 3 8,3 5 7 9 6 .4

滞 納 繰 越 分 4 9 8 ,9 9 9 1 3 8,8 4 3 2 7 .8 6 2 5 ,7 4 2 1 6 0 ,3 6 0 2 5 .6

総 計 1 9 ,2 1 1 ,2 2 5 1 8 ,5 8 2,5 1 3 9 6 .7 2 4 ,2 0 9 ,3 7 9 2 2,8 9 8 ,7 1 7 9 4 .6

(琵)　5 2年度分は決算見込碩
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(4)納税貯蓄組合
(単位　千円)

区 分

m & n
一

税 目
調 定 額

仏 )

組 合 納 付 額
収 入 率 事 務 費 割 合

* & s

年 度

i n AォB H I

員 数
件 数 金 額 但 )

ち

互

交 付 金

の

c

互 交 付 基 準

4 8 l p 2 1 5 8 ,3 6 0

市 民 税 1 ユ 0 1 ,8 4 8 4 1 ,5 6 8 2 8 8 ,2 8 6 2 6 .2

4 3 .7 4 2 0 .8 納 期 内 に 完

納 し た 市 税

の 1 0 0 分

の 3 ( 最 高

国 定 資 産 税 4 ユ 0 8 ,4 5 6 1 5 6 ,8 8 0 ,1 0 9 ,6 8 4 2 7 .0

軽 自 動 車 税 1 5 7 ,2 3 8 1 8 ,5 8 6 3 5 ,0 1 4 2 2 .3

計 5 3 6 7 ,5 4 2 2 1 7 ,0 3 4 ,4 3 2 ,9 8 4 2 6 .7

4 9 9 9 8 5 7 ,4 4 0

市 箆 税 1,6 0 0 ,3 3 5 3 5 ,3 5 1 3 8 4 ,1 7 2 2 4 .0

4 6 ,9 8 1 0 .8

固 定 資 産 税 44 8 1 ,8 4 4 1 5 7 ,6 9 5 1 ,0 7 8 ,9 1 0 2 4 .1 3 ,0 0 0 円 )

軽 自 動 車 税 1 5 1 ,7 4 4 1 5 ,9 0 7 2 8 ,8 3 5 1 9 .0 と

計 、 62 3 3 .9 2 3 2 0 8 ,9 5 3 1 ,4 9 1 ,9 1 7 2 3 .9 倒 欧 書 1 枚

一に つ き 1 0

5 0 9 9 0 5 8 ,0 0 0

市 箆 税 15 6 0 ,0 0 0 3 4 ,2 4 8 3 2 3 ,9 0 6 2 0 .8

4 7 ,9 6 5 0 .8

国 定 資 産 税 4 β 0 7 ,7 9 7 1 5 8 ,0 3 3 1 3 4 4 ,0 8 6 2 9 .2
円

均 等 割 債 収

書 1 枚 に つ

き 5 0 円

軽 自 動 車 税 1 4 6 ,1 9 3 1 3 ,7 1 4 2 4 2 0 0 1 6 .6

計 6 3 1 3 ,9 9 0 2 0 5 ,9 9 5 1 ,6 9 2 ,1 9 2 2 6 一8

5 1 9 5 0 5 4 ,0 0 0

市 民 税 2,1 9 4 ,6 1 7 3 3 ,0 0 9 3 8 2 ,9 3 7 1 7 .4

5 4 ,7 0 6 0 .6

国 定 資 産 税 6 3 9 9 ,0 5 5 1 5 9 ,2 9 0 1 ,4 9 5 ,1 V 9 2 3 .4

軽 自 動 車 税 1 7 8 ,6 6 3 1 3 ,8 6 7 3 0 ,9 2 9 1 7 .3

計 8 ,7 7 2 ,3 3 5 2 0 6 ,1 6 6 1 ,9 0 9 ,0 4 5 2 1 .8

5 2 9 2 5 5 2 ,0 0 0

市 民 税 2 ,5 1 3 ,3 0 0 3 3 ,5 2 0 4 0 1 ,3 0 7 1 6 .0

6 0 ,7 1 4 0 .6

固 定 資 産 税 7 ,4 9 0 ,4 0 0 1 6 4 ,5 7 3 1 ,7 5 3 ,9 5 8 2 3 .4

主監 自 動 車 税 1 6 7 ,6 5 0 1 2 ,2 0 9 2 3 ,8 1 1 1 4 .2

計 1 0 ,1 7 1 ,3 5 0 2 1 0 ,3 0 2 2 ,1 7 9 ,0 7 6 2 1 .4

(荏) o調定額は納税組合の対象となるものについて計上し、固定資産税には都市計画税を含む

0 5 2年度は決算見込額
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13　開　発　公　社

名　　　　称　財団法人　熊本再開発公社

設立年月　日　昭和39年7月3日

目　　　　的　公社【も熊本有と一体となり、都市の開発及び再開発のための事業を推進することにより,

熊本市の産業経済の発展と缶民の福祉増進に寄与することを目的とする。

事　　　　業。市街地開発に必要な用地の聴得、道風　管理及び処分

o　道路その他公共の用に供するため、_必要な土地のあっ猟聴取造成管理及び処分

0　両各号に掲げるもののほか公社の目的を達成するために必要な事業

役　　　　員　理　事　長　　助　　役　　理　　事　　市民局長　　経済局長

副理事長　　助　　役　　　　　　　　　衛生局長　　建設局長

常務理事　　絵務局長　　　　　　　　　　建設局技監　教育長

企画広報部長

監　　　事　　　収入役

副収入役

亡ト>'.ォi.一蝣一・・:,蝣ii蝣・i一二・　　、

資本金及び資金　基本財産　1 0,0 0 0千円(有出資金)

資金は有の損失補償を待て有中銀行等より借入している

利　車　年9分5度以内(2年据置を含め10カ年場内の半年賦及び年賦償還)

事　業　実　績

E ft 事 業 名

執 行 額

備 考

面 積 金 額

昭

初

五

十

教 育 施 設

m 2

4,1 15

円

8 3,4 0 2,7 5 0 御幸小学校拡張用地 楠 中学校拡張用地

清 掃 施 設 3 2,4 9 9 1 69,7 73,1 1 5 東部清掃工 場拡張用地 じん芥埋立処理 場用地

公 園 施 設 4,4 8 3.3 7 9 5,1 5 1,2 1 5
小柄公園拡張用地 神公園用地

川尻公園拡張用地 八景 水谷公園用地

街 路 事 業 4,5 54.0 5 17 5,7 1 9,8 2 0
都市計画道路 3 ォ4 ・3 1 号 (讐 鎧 ) 用地 はか

午

皮

事

莱

土 木 施 設 10 2.5 4 3,9 5 2β6 5 市道 ( 北居屋敷 ～川端線 ) 用地

「公 有地 拡 大法 」

関 連 事 業
3,4 6 0.l l 7 4,4 2 3,9 7 3 連台寺公園用地 江津公 園用地 はか

公 共 施 設 そ の 他 2 2,3 5 8.6 4 6 2 9,0 7 4,5 5 2
交通局営業所用地 柿原排 水路用地

長寿の里駐 車場用地 ほか

小 吉† 7 1,5 7 2.7 1 1,2 3 1,4 98,2 9 0

前 年 度 繰 越 事 業 1 3,3 6 8,0 0 0 都市計画道路 3 ・3 > 1 4 号 (野 口～清 水線 ) 工事

合 計 7 1,5 7 2.7 1 1,2 4 4,8 6 6,2 9 0

-61-



14　土地開発基金

設　　　置　公用若しくは公共用に供する土地又は公共の利益のために取得する必要のある土地をあらかじ

め取得することにより、事業の円滑を執行をはかるため.熊本市土地開発基金を設置する

基金の額′ 2,449,543千円　(昭　53. 3. 31現在)

運用の範囲　基金は上記の目的を達成するため.土地を先行取得するほか.熊本市開発公社の土地敢得事業

に貸し付けることができる　(貸付利率　年6分2度)
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